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1本マニュアルについて 

1.1 マニュアルの内容 

本マニュアルでは、クロックリソースの機能、プリミティブの定義、お

よびその使用法について説明します。 

1.2 関連ドキュメント 

GOWINセミコンダクターのホームページ www.gowinsemi.com/jaか

ら、以下の関連ドキュメントがダウンロード、参考できます： 

 GW1Nシリーズ FPGA製品データシート(DS100) 

 GW1NRシリーズ FPGA製品データシート(DS117) 

 GW1NSシリーズ FPGA製品データシート(DS821) 

 GW1NSRシリーズ FPGA製品データシート(DS861) 

 GW1NSEシリーズ FPGA製品データシート(DS871) 

 GW1NZシリーズ FPGA製品データシート(DS841) 

 GW2Aシリーズ FPGA製品データシート(DS102) 

 GW2ARシリーズ FPGA製品データシート(DS226) 

https://www.gowinsemi.com/ja
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS100J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS117J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS821J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS861J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS871J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS841J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS102J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS226J.pdf
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1.3 用語、略語 

表 1-1に、本マニュアルで使用される用語、略語、及びその意味を示し

ます。 

表 1-1用語、略語 

用語、略語 正式名称 意味 

CIU Configurable Interface Unit 
コンフィギャラブル・インタ

ーフェース・ユニット 

CLKDIV Clock Divider クロック分周器 

CRU Configurable Routing Unit 
コンフィギャラブル配線ユニ

ット 

DCC Duty Cycle Correction 
デューティーサイクル補正モ

ジュール 

DCS Dynamic Clock Selector 
ダイナミック・クロック・セ

レクタ 

DHCEN 
Dynamic HCLK Clock Enable 
with Inverted Gate 

ダイナミック高速クロック・

イネーブル 

DLLDLY DLL Delay DLL遅延 

DQCE 
Dynamic Quadrant Clock 
Enable 

ダイナミック・クォドラン

ト・クロック・イネーブル 

DQS 
Bidirectional Data Strobe 
Circuit for DDR Memory 

双方向データストローブ回路 

GCLK Global Clock  グローバルクロック 

HCLK High-speed Clock 高速クロック 

LW Long Wire ロングワイヤ 

OSC Oscillator オシレータ 

PCLK Primary Clock プライマリクロック 

PLL Phase-locked Loop 位相同期回路 

1.4 テクニカル・サポートとフィードバック 

GOWINセミコンダクターは、包括的な技術サポートをご提供していま

す。使用に関するご質問、ご意見については、直接弊社までお問い合わせ

ください。 

ホームページ：www.gowinsemi.com/ja 

E-mail：support@gowinsemi.com 

 

https://www.gowinsemi.com/ja
mailto:support@gowinsemi.com
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2概要 

本セクションでは、GOWINセミコンダクターFPGA製品の、専用のク

ロック入力、バッファ、及び配線リソースを含むクロックリソースについ

て紹介します。基本的なクロックリソースとして、高周波信号に適した低

電気容量、低スキューの配線が提供されています。これらのリソースは最

大限までクロックスキューを減少してパフォーマンスを向上させることが

でき、すべてのクロック信号に適用できます。 

クロックリソースと配線は、FPGAの高性能アプリケーションにとって

重要です。GOWINセミコンダクターFPGA製品は、直接にデバイスのあ

らゆるリソースに接続される専用のグローバルクロック GCLK(PCLKお

よび LWを含む)を提供しています。さらに、位相同期回路(PLL)、高速ク

ロック(HCLK)、および DQS等のクロックリソースも提供されています。 

2.1 グローバルクロック 

GCLKは製品で複数の象限に配置されています。LittleBee®ファミリー

の 1K、2K、および 4K FPGA製品では、GCLKは、Lと Rの 2つの象限

に配置されています(図 2-1)。LittleBee®ファミリーの 9K FPGA製品およ

び Aroraファミリーの FPGA製品では、GCLKは、BL、BR、TL、および

TRの 4つの象限に配置されています(図 2-2)。各象限には 8つの GCLK

ネットワークがあります。各 GCLKのクロックソースとして、専用のク

ロック入力ピン及び汎用配線リソースが使用できます。専用のクロック入

力ピンは、より良好なクロックパフォーマンスを提供できます。 

LWは、DFFにクロックイネーブル(CE)およびセット/リセット

(SET/RESET)信号を提供するための制御ラインとして使用できると同時

に、論理配線として、つまり通常のデータ信号として使用することもでき

ます。 
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図 2-1 LittleBee®ファミリーの 1K、2K、および 4K FPGA製品での GCLKの配置 
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図 2-2 LittleBee®ファミリーの 9K FPGA製品および Aroraファミリーの FPGA製

品での GCLKの配置 
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各象限の GCLK0〜GCLK5は、DQCEによって動的にオン/オフされま

す。GCLK0~GCLK5クロックをオフにすると、GCLK0~GCLK5によって

駆動される内部ロジックは反転しなくなり、それによりデバイスの総消費

電力が低下します。 

各象限の GCLK6~GCLK7は、DCSにより制御され、内部ロジックは

CRUを介して 4つのクロック入力から動的に選択し、グリッチのないク

ロックを出力することができます。 

2.2 高速クロック 

低ジッタと低スキューの特徴を備えた高速クロック(HCLK)は、I/O の高

性能のデータ転送を可能にし、主にソース同期データ転送インターフェー

スに適しています。高速クロック HCLK には 1 つの HCLKMUX モジュー

ルがあります。HCLKMUXは、何れか 1つの Bank内の HCLKクロック入

力信号をその他何れか 1つの Bank内に送信することができるため、HCLK

の使用をより柔軟にしています。 

HCLKリソースの配置については、次のマニュアルを参照してください。 

 GW1Nシリーズ FPGA製品データシート(DS100) 

 GW1NRシリーズ FPGA製品データシート(DS117) 

 GW1NSシリーズ FPGA製品データシート(DS821) 

 GW1NSRシリーズ FPGA製品データシート(DS861) 

 GW1NSEシリーズ FPGA製品データシート(DS871) 

 GW1NZシリーズ FPGA製品データシート(DS841) 

 GW2Aシリーズ FPGA製品データシート(DS102) 

 GW2ARシリーズ FPGA製品データシート(DS226) 

2.3 位相同期回路 

位相同期回路(Phase-Locked Loop、PLL)はフィードバック制御回路で

す。PLLは、外部からのリファレンスクロック信号に基づいてループ内部

の発振信号の周波数と位相を制御します。 

Gowin FPGAの PLLモジュールは、合成可能なクロック周波数を提供

しており、パラメータを設定することで、クロックの周波数調整(逓倍及

び分周)、位相調整、デューティサイクル調整等の機能を実現できます。 

2.3.1 GW1N-1P5 / GW1N-2 / GW1NR-2 / GW2AN-18X / GW2AN-9X 

注記： 

このセクションで説明されている内容は、GW1N-1P5/GW1N-2/GW1NR-2/GW2AN-

18X/GW2AN-9Xデバイスにのみ適用されます。 

PLLのアーキテクチャは、図 2-3に示す通りです。 

http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS100J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS117J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS821J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS861J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS871J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS841J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS102J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS226J.pdf
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図 2-3 PLLの説明図 
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PLLポートの定義は表 2-1に示す通りです。 

表 2-1 PLLポートの定義 

ポート名 信号 説明 

CLKIN 入力 リファレンスクロック入力 

CLKFB 入力 フィードバッククロック入力 

RESET 入力 PLL全部リセット 

RESET_P 入力 PLLのパワーダウン(Power Down)信号 

RESET_I 入力 IDIV付き PLL全部リセット 

RESET_S 入力 B/C/Dの 3つのチャネルのリセット 

IDSEL [5:0] 入力 IDIVの動的制御、範囲は 1~64 

FBDSEL [5:0] 入力 FBDIVの動的制御、範囲は 1~64 

ODSELA[6:0] 入力 ODIVAの動的制御、範囲は 1~128 

ODSELB[6:0] 入力 ODIVBの動的制御、範囲は 1~128 

ODSELC[6:0] 入力 ODIVCの動的制御、範囲は 1~128 

ODSELD[6:0] 入力 ODIVDの動的制御、範囲は 1~128 

DTA[3:0] 入力 
CLKOUTAのデューティサイクルの動的

制御 

DTB[3:0] 入力 
CLKOUTBのデューティサイクルの動的

制御 

ICPSEL[4:0] 入力 ICPサイズの動的制御 

LPFRES[2:0] 入力 LPFRESサイズの動的制御 

PSDIR 入力 位相シフト方向の動的制御 

PSSEL[1:0] 入力 位相シフトチャネル選択の動的制御 

PSPULSE 入力 位相シフトクロックの動的制御 

ENCLKA 

ENCLKB 
出力 クロック出力イネーブルの動的制御 



2概要 2.3 位相同期回路 

 

UG286-1.9.8J 8(108) 

 

ポート名 信号 説明 

ENCLKC 

ENCLKD 

CLKOUTA 出力 チャネル Aのクロック出力(デフォルト) 

CLKOUTB 出力 チャネル Bのクロック出力(デフォルト) 

CLKOUTC 出力 チャネル Cのクロック出力(デフォルト) 

CLKOUTD 出力 チャネル Dのクロック出力(デフォルト) 

LOCK 出力 PLLのロック状態を示します。 

1：ロック 

0：ロック解除 

PLLのリファレンスクロック信号は、外部 PLLピンから提供される

か、内部配線を使用した GCLK、HCLK、または通常のデータ信号により

提供されます。PLLのフィードバック信号は、外部 PLLピンから提供さ

れるか、内部配線を使用した GCLK、HCLK、または通常のデータ信号に

より提供されます。 

2.3.2 LittleBee®ファミリーと Aroraファミリーのその他のデバイス 

注記： 

このセクションで説明されている内容は、GW1N-1P5/GW1N-2/GW1NR-2/GW2AN-

18X/GW2AN-9Xデバイスを除く LittleBee®ファミリーと Aroraファミリーのデバイスに

適用されます。 

PLLのアーキテクチャは、図 2-4に示す通りです。 

図 2-4 PLLの説明図 
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PLLポートの定義は表 2-2に示す通りです。 

表 2-2 PLLポートの定義 

ポート名 信号 説明 

CLKIN 入力 リファレンスクロック入力 

CLKFB 入力 フィードバッククロック入力 

RESET 入力 PLL全部リセット 

RESET_P 入力 PLLのパワーダウン(Power Down)信号 
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ポート名 信号 説明 

IDSEL [5：0] 入力 IDIVの動的制御、範囲は 1~64 

FBDSEL [5：0] 入力 FBDIVの動的制御、範囲は 1~64 

PSDA [3：0] 入力 
位相の動的制御(立ち上がりエッジで有

効) 

DUTYDA [3：0] 入力 
デューティサイクルの動的制御(立ち下が

りエッジで有効) 

FDLY [3：0] 入力 CLKOUTP遅延の動的制御 

CLKOUT 出力 
位相とデューティサイクル調整なしのク

ロック出力 

CLKOUTP 出力 
位相とデューティサイクル調整ありのク

ロック出力 

CLKOUTD 出力 
CLKOUTまたは CLKOUTPの分周クロッ

ク(SDIVにより制御) 

CLKOUTD3 出力 
CLKOUTまたは CLKOUTPの分周クロッ

ク(DIV3により制御され、分周値は 3) 

LOCK 出力 

PLLのロック状態を示します。 

1：ロック 

0：ロック解除 

 

PLLのリファレンスクロック信号は、外部 PLLピンから提供される

か、内部配線を使用した GCLK、HCLK、または通常のデータ信号により

提供されます。PLLのフィードバック信号は、外部 PLLピンから提供さ

れるか、内部配線を使用した GCLK、HCLK、または通常のデータ信号に

より提供されます。
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3グローバルクロック 

3.1 DQCE 

3.1.1 プリミティブの紹介 

FPGAデバイスには、象限内の PCLKネットワークを内部ロジックに

より動的に有効または無効にできる動的クロック制御機能が備わっていま

す。さらに、DQCEはパラメータの構成により無効にすることができ、

この場合、PCLKネットワークは常に有効です。PCLKクロックネットワ

ークが無効にされると、そのクロックによって駆動されるすべてのロジッ

クは反転しなくなるため、デバイスの全体的な消費電力が低下します。 

機能の説明 

DQCEにより、GCLK0~GCLK5を動的にオン/オフできます。

GCLK0~GCLK5クロックをオフにすると、GCLK0~GCLK5によって駆動

される内部ロジックは反転しなくなり、それによりデバイスの総消費電力

が低下します。DQCEを正常に動作させるには、CLKIN信号に少なくと

も 1つの立ち下がりエッジが必要です。 

ポート図 

図 3-1 DQCEのポート図 

DQCE

CLKIN

CE

CLKOUT

 

 

ポートの説明 

表 3-1 DQCEのポートの説明 

ポート名 I/O 説明 

CLKIN 入力 クロック入力信号 



3グローバルクロック 3.1 DQCE 

 

UG286-1.9.8J 11(108) 

 

ポート名 I/O 説明 

CE 入力 
クロックイネーブル信号、ア

クティブ High 

CLKOUT 出力 クロック出力信号 

 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成

できます。 

Verilogでのインスタンス化： 

DQCE dqce_inst ( 

.CLKIN(clkin),  

.CE(ce),  

.CLKOUT(clkout) 

); 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT DQCE 

      PORT( 

CLKOUT:OUT std_logic; 

CE:IN std_logic; 

CLKIN:IN std_logic 

); 

END COMPONENT; 

uut:DQCE 

PORT MAP( 

CLKIN=>clkin, 

CLKOUT=>clkout, 

CE=>ce 

);  

3.1.2 IPの呼び出し 

IP Core Generatorのインターフェースで DQCEをクリックすると、右

側に DQCEの概要が表示されます。 

IPの構成 

IP Core Generatorインターフェースで"DQCE"をダブルクリックする

と、"IP Customization"ウィンドウがポップアップします。このウィンド

ウには、General構成タブおよびポート図があります(図 3-2)。 
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図 3-2 DQCE IPの構成ウィンドウ 

 

 

1. General構成タブ 

General構成タブは、IPファイルの構成に使用されます。 

 Device：対象デバイス。 

 Device Version：デバイスのバージョン。 

 Part Number：部品番号。 

 Language：IPを実現するハードウェア記述言語。右側のドロップダ

ウン・リストからターゲット言語(Verilogまたは VHDL)を選択しま

す。 

 Module Name：生成される IPファイルのモジュール名。右側のテキ

ストボックスで編集できます。Module Nameをプリミティブ名と同

じにすることはできません。同じである場合、エラーが報告されま

す。 

 File Name：生成される IPファイルのファイル名。右側のテキストボ

ックスで再編集できます。 

 Create In：生成される IPファイルのパス。右側のテキストボックス

でパスを直接編集するか、テキストボックスの右側にある選択ボタン

を使用してパスを選択できます。 

2. ポート図 

ポート図は、IP Coreの構成結果を表示します(図 3-2)。 
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生成されるファイル 

IPの構成が完了したら、構成ファイルの"File Name"によって命名され

た 3つのファイルが生成されます： 

 "gowin_dqce.v"は完全な verilogモジュールです。 

 "gowin_dqce_tmp.v"は IPのテンプレートファイルです。 

 "gowin_dqce.ipc"は IPの構成ファイルです。 

注記： 

VHDLが設計の言語として選択されている場合、生成される最初の 2つのファイル名の

サフィックスは.vhdになります。 

3.2 DCS 

3.2.1 プリミティブの紹介 

各象限には GCLK6と GCLK7に対応する 2つの DCSがあります。

DCSの出力は GCLK6または GCLK7に接続されます。つまり 1象限内の

8つの GCLKのうち GCLK6と GCLK7のみが動的クロック選択(DCS)機

能を備えています。DCSのクロック選択信号 CLKSELは CIUから供給さ

れ、内部ロジックは CRUを介して 4つのクロック入力を動的に切り替え

ることができます。 

機能の説明 

各象限の GCLK6~GCLK7は DCSで制御され、4つの入力クロックの

うち 1つがグローバルクロックとして選択されます。内部ロジックは

CRUを介して 4つのクロック入力から動的に選択し、グリッチのないク

ロックを出力することができます。 

DCSには、「Non-Glitchless」モードと「Glitchless」モードの 2つのク

ロック切り替えモードがあります。 

Non-Glitchlessモードでは、DCSは通常のマルチプレクサとして機能

し、CLKSEL信号のみを利用してクロック信号を切り替えます。出力の

グリッチが許容されます。 

Glitchlessモードでは、パラメータ DCS_MODEを使用してモードを設

定できます。CLKSEL信号を利用してクロック信号を動的に切り替える

ことにより、出力クロックのグリッチを回避できます。 
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ポート図 

図 3-3 DCSのポート図 
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ポートの説明 

表 3-2 DCSのポートの説明 

ポート名 I/O 説明 

CLK0 入力 クロック入力信号 0 

CLK1 入力 クロック入力信号 1 

CLK2 入力 クロック入力信号 2 

CLK3 入力 クロック入力信号 3 

CLKSEL[3:0] 入力 クロック選択信号 

SELFORCE 入力 

強制モード選択 

0：glitchlessモード 

1：Non-glitchlessモード 

CLKOUT 出力 クロック出力信号 

 

パラメータの説明 

表 3-3 DCSのパラメータの説明 

パラメータ名 値の範囲 
デフォル

ト値 
説明 

DCS_MODE 

"CLK0", "CLK1", "CLK2", "CLK3", 

"GND", "VCC", "RISING", 
"FALLING", 

"CLK0_GND", "CLK1_GND", 

"CLK2_GND", "CLK3_GND", 

"CLK0_VCC", "CLK1_VCC", 

"CLK2_VCC", "CLK3_VCC" 

"RISING" 

DCSモード

を設定しま

す。 

 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成
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できます。  

Verilogでのインスタンス化： 

DCS dcs_inst ( 

.CLK0(clk0),  

.CLK1(clk1), 

.CLK2(clk2), 

.CLK3(clk3), 

.CLKSEL(clksel[3:0]), 

.SELFORCE(selforce), 

.CLKOUT(clkout) 

); 

defparam dcs_inst.DCS_MODE="RISING"; 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT DCS 

      GENERIC(DCS_MODE:string:="RISING"); 

         PORT( 

CLK0:IN std_logic; 

CLK1:IN std_logic; 

CLK2:IN std_logic; 

CLK3:IN std_logic; 

CLKSEL:IN std_logic_vector(3 downto 0); 

SELFORCE:IN std_logic; 

CLKOUT:OUT std_logic 

); 

END COMPONENT; 

uut:DCS 

       GENERIC MAP(DCS_MODE=>"RISING") 

       PORT MAP( 

CLK0=>clk0, 

CLK1=>clk1, 

CLK2=>clk2, 

CLK3=>clk3, 

CLKSEL=>clksel, 

SELFORCE=>selforce, 

CLKOUT=>clkout 
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); 

タイミング図 

Non-Glitchlessモードのタイミングは図 3-4に示すとおりです。

CLKSEL[3]~CLKSEL[0]はそれぞれ CLK3〜CLK0を選択するために使用さ

れ、アクティブ Highで、切り替えタイミングは同じです。 

図 3-4 Non-Glitchlessモードのタイミング図 

 

 

Glitchlessモードのタイミングは図 3-5～図 3-8に示すとおりです。

CLKSEL[3]~CLKSEL[0]はそれぞれ CLK3〜CLK0を選択するために使用さ

れ、切り替えタイミングは同じです。 

図 3-5 DCS modeが RISINGの場合のタイミング 

 

 

図 3-6 DCS modeが FALLINGの場合のタイミング 

 

 

図 3-7 DCS modeが CLK0_GNDの場合のタイミング 
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図 3-8 DCS modeが CLK0_VCCの場合のタイミング 

 

3.2.2 IPの呼び出し 

IP Core Generatorのインターフェースで DCSをクリックすると、右側

に DCSの概要が表示されます。 

IPの構成 

IP Core Generatorインターフェースで"DCS"をダブルクリックする

と、"IP Customization"ウィンドウがポップアップします。このウィンド

ウには、General構成タブ、Options構成タブ、およびポート図がありま

す(図 3-9)。 

図 3-9 DCS IPの構成ウィンドウ 

 
 

1. General構成タブ 

General構成タブは、IPファイルの構成に使用されます。DCSの

General構成タブの使用は DQCEモジュールと同様であるので、

DQCEの General構成タブを参照してください。 

2. Options構成タブ 

Options構成タブは IPのカスタマイズに使用されます(図 3-9)。 

 Glitchless Mode：Glitchlessモードのイネーブルオプション。 

 DCS Mode：DCSモードの設定。 
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3. ポート図 

ポート図は、IP Coreの構成結果を表示します(図 3-9)。 

生成されるファイル 

IPの構成が完了したら、構成ファイルの"File Name"によって命名され

た 3つのファイルが生成されます： 

 "gowin_dcs.v"は完全な verilogモジュールです。 

 gowin_dcs_tmp.vは IPのテンプレートファイルです。 

 gowin_dcs.ipcは IPの構成ファイルです。 

注記： 

VHDLが設計の言語として選択されている場合、生成される最初の 2つのファイル名の

サフィックスは.vhdになります。
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4高速クロック 

4.1 DHCEN 

4.1.1 プリミティブの紹介 

DHCENは、HCLK高速クロック信号を動的にオン/オフでき、CEが

Lowのときにオンです。 

ポート図 

図 4-1 DHCENのポート図 

DHCEN
CLKIN

CE

CLKOUT

 

 

ポートの説明 

表 4-1 DHCENのポートの説明 

ポート名 I/O 説明 

CLKIN 入力 クロック入力信号 

CE 入力 
クロックイネーブル信号、アクティブ
Low 

CLKOUT 出力 クロック出力信号 

 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成

できます。 

Verilogでのインスタンス化： 

DHCEN dhcen_inst ( 

.CLKIN(clkin),  

.CE(ce),  



4高速クロック 4.1 DHCEN 

 

UG286-1.9.8J 20(108) 

 

.CLKOUT(clkout) 

); 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT DHCEN 

      PORT( 

CLKOUT:OUT std_logic; 

CE:IN std_logic; 

CLKIN:IN std_logic 

); 

END COMPONENT; 

uut:DHCEN 

PORT MAP( 

CLKIN=>clkin, 

CLKOUT=>clkout, 

CE=>ce 

);  

4.1.2 IPの呼び出し 

IP Core Generatorのインターフェースで DHCENをクリックすると、

右側に DHCENの概要が表示されます。 

IPの構成 

IP Core Generatorインターフェースで"DHCEN"をダブルクリックする

と、"IP Customization"ウィンドウがポップアップします。このウィンド

ウには、General構成タブ、Options構成タブ、およびポート図がありま

す(図 4-2)。 
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図 4-2 DHCEN IPの構成ウィンドウ 

 

1. General構成タブ 

General構成タブは、IPファイルの構成に使用されます。DHCENの

General構成タブの使用は DQCEモジュールと同様であるので、

DQCEの General構成タブを参照してください。 

2. Options構成タブ 

Options構成タブは IPのカスタマイズに使用されます(図 4-2)。 

Enable CLKOUTN：チェックされる場合は DHCENCがインスタンス

化され、チェックされない場合は DHCENがインスタンス化されま

す。 

3. ポート図 

ポート図は、IP Coreの構成結果を表示します(図 4-2)。 

生成されるファイル 

IPの構成が完了したら、構成ファイルの"File Name"によって命名され

た 3つのファイルが生成されます： 

 "gowin_dhcen.v"は完全な verilogモジュールです。 

 "gowin_dhcen_tmp.v"は IPのテンプレートファイルです。 

 "gowin_dhcen.ipc"は IPの構成ファイルです。 

注記： 

VHDLが設計の言語として選択されている場合、生成される最初の 2つのファイル名の

サフィックスは.vhdになります。 
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4.2 DHCENC 

4.2.1 プリミティブの紹介 

DHCENCは、HCLK高速クロック信号を動的にオン/オフでき、CEが

Lowのときにオンです。 

サポートされるデバイス 

表 4-2 DHCENC対応デバイス 

ファミリー シリーズ デバイス 

LittleBee® 
GW1N 

GW1N-9C, GW1N-2, GW1N-1P5, 
GW1N-2B, GW1N-1P5B 

GW1NR GW1NR-9C, GW1NR-2, GW1NR-2B 

 

ポート図 

図 4-3 DHCENCのポート図 

DHCENC

CLKIN

CE

CLKOUT

CLKOUTN

 

 

ポートの説明 

表 4-3 DHCENCのポートの説明 

ポート名 I/O 説明 

CLKIN 入力 クロック入力信号 

CE 入力 
クロックイネーブル信号、アクティブ

Low。 

CLKOUT 出力 クロック出力信号 

CLKOUTN 出力 クロック出力信号。CLKOUTの反転。 

 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成

できます。 

Verilogでのインスタンス化： 

DHCENC dhcenc_inst ( 

.CLKIN(clkin),  

.CE(ce),  

.CLKOUT(clkout), 

.CLKOUTN(clkoutn) 
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); 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT DHCENC 

      PORT( 

CLKOUT:OUT std_logic; 

CLKOUTN:OUT std_logic; 

CE:IN std_logic; 

CLKIN:IN std_logic 

); 

END COMPONENT; 

uut:DHCENC 

PORT MAP( 

CLKIN=>clkin, 

CLKOUT=>clkout, 

CLKOUTN=>clkoutn, 

CE=>ce 

); 

4.2.2 IPの呼び出し 

DHCENCの呼び出しは DHCENと同様で、4.1.2 IPの呼び出しを参照

してください。 

4.3 DCC 

4.3.1 プリミティブの紹介 

DCCは高速クロックのデューティーサイクル補正モジュールです。 

サポートされるデバイス 

表 4-4 DCC対応デバイス 

ファミリー シリーズ デバイス 

LittleBee  
GW1N GW1N-9C 

GW1NR GW1NR-9C 
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ポート図 

図 4-4 DCCのポート図 

DCCCLKIN CLKOUT

 

ポートの説明 

表 4-5 DCCのポートの説明 

ポート名 I/O 説明 

CLKIN 入力 クロック入力信号 

CLKOUT 出力 クロック出力信号 

 

パラメータの説明 

表 4-6 DCCのパラメータの説明 

パラメータ名 値の範囲 デフォルト値 説明 

DCC_EN 1'b1, 1'b0 1'b1 

1’b1：DCCを有効に

します 

1’b0：DCCを無効に

します 

FCLKIN – 50.0 入力クロックの周波数 

 

プリミティブのインスタンス化 

Verilogでのインスタンス化： 

DCC dcc_inst ( 

.CLKIN(clkin), 

.CLKOUT(clkout) 

); 

defparam dcc_inst.DCC_EN=1'b1; 

defparam dcc_inst.FCLKIN=50.0; 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT DCC 

      GENERIC ( 

         DCC_EN : bit := '1';  --'1':enable dcc; '0': disable dcc 

         FCLKIN : REAL := 50.0 --frequency of the clkin(M) 

      ); 

PORT( 
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CLKOUT:OUT std_logic; 

CLKIN:IN std_logic 

); 

END COMPONENT; 

uut:DCC 

GENERIC MAP( 

DCC_EN=>'1', 

FCLKIN=>50.0 

) 

PORT MAP( 

CLKIN=>clkin, 

CLKOUT=>clkout 

); 

4.4 DCCG 

4.4.1 プリミティブの紹介 

DCCGは高速クロックのデューティーサイクル補正モジュールです。 

サポートされるデバイス 

表 4-7 DCCG対応デバイス 

ファミリー シリーズ デバイス 

LittleBee® 
GW1N 

GW1N-2, GW1N-1P5, GW1N-2B, 
GW1N-1P5B 

GW1NR GW1NR-2, GW1NR-2B 

 

ポート図 

図 4-5 DCCGのポート図 

DCCGCLKIN CLKOUT

 

 

ポートの説明 

表 4-8 DCCGのポートの説明 

ポート名 I/O 説明 

CLKIN 入力 クロック入力信号 

CLKOUT 出力 クロック出力信号 
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パラメータの説明 

表 4-9 DCCGのパラメータの説明 

パラメータ名 値の範囲 デフォルト値 説明 

DCC_MODE 
2'b00, 2'b01, 
2'b10, 2'b11 

2'b00 

2'b00/2'b01:Buffered 

2'b10: +80ps 

2'b11: -80ps 

FCLKIN – 50.0 入力クロックの周波数 

プリミティブのインスタンス化 

Verilogでのインスタンス化： 

DCCG dccg_inst ( 

.CLKIN(clkin), 

.CLKOUT(clkout) 

); 

defparam dccg_inst.DCC_MODE=2'b00; 

defparam dccg_inst.FCLKIN=50.0; 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT DCCG 

      GENERIC ( 

         DCC_MODE : bit_vector := "00";  

         FCLKIN : REAL := 50.0 --frequency of the clkin(M) 

      ); 

PORT( 

CLKOUT:OUT std_logic; 

CLKIN:IN std_logic 

); 

END COMPONENT; 

uut:DCCG 

GENERIC MAP( 

DCC_MODE=>"00", 

FCLKIN=>50.0 

) 

PORT MAP( 

CLKIN=>clkin, 

CLKOUT=>clkout 

); 
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4.5 CLKDIV2 

4.5.1 プリミティブの紹介 

CLKDIV2は、クロック周波数を 2分周するクロック分周器です。

CLKDIV2の出力は、DCC/DCCGの CLKIN、IOLOGICの FCLK、PLLの

CLKINと CLKFB、DQSの FCLK、および CLKDIVの HCLKINのみを駆

動できます。 

機能の説明 

CLKDIV2は、入力クロックと位相が一致する 2分周クロックを生成す

る高速クロック分周モジュールです。 

ポート図 

図 4-6 CLKDIV2のポート図 

CLKDIV2

HCLKIN

RESETN

CLKOUT

 

 

ポートの説明 

表 4-10 CLKDIV2のポートの説明 

ポート名 I/O 説明 

HCLKIN 入力 クロック入力信号 

RESETN 入力 
非同期リセット信号、アクティブ

Low。 

CLKOUT 出力 クロック出力信号 

 

パラメータの説明 

表 4-11 CLKDIV2のパラメータの説明 

パラメータ名 値の範囲 デフォルト値 説明 

GSREN "false", "true" "false" 
グローバルリセット

GSRを有効にします 

 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成

できます。 
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Verilogでのインスタンス化： 

CLKDIV2 clkdiv2_inst ( 

.HCLKIN(hclkin), 

.RESETN(resetn), 

.CLKOUT(clkout) 

); 

defparam clkdiv2_inst.GSREN="false"; 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT CLKDIV2 

       GENERIC( 

GSREN:STRING:="false" 

); 

        PORT( 

HCLKIN:IN std_logic; 

RESETN:IN std_logic; 

CLKOUT:OUT std_logic 

); 

END CONPONENT; 

   uut:CLKDIV2 

       GENERIC MAP( 

GSREN=>"false" 

) 

          PORT MAP( 

HCLKIN=>hclkin, 

RESETN=>resetn, 

CLKOUT=>clkout 

); 

4.5.2 IPの呼び出し 

IP Core Generatorのインターフェースで CLKDIV2をクリックする

と、右側に CLKDIV2の概要が表示されます。 

IPの構成 

IP Core Generatorインターフェースで"CLKDIV2"をダブルクリックす

ると、"IP Customization"ウィンドウがポップアップします。このウィン

ドウには、General構成タブおよびポート図があります(図 4-7)。 
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図 4-7 CLKDIV2 IPの構成ウィンドウ 

 

1. General構成タブ 

General構成タブは、IPファイルの構成に使用されます。CLKDIV2

の General構成タブの使用は DQCEモジュールと同様であるので、

DQCEの General構成タブを参照してください。 

2. ポート図 

ポート図は、IP Coreの構成結果を表示します(図 4-7)。 

生成されるファイル 

IPの構成が完了したら、構成ファイルの"File Name"によって命名され

た 3つのファイルが生成されます： 

 "gowin_clkdiv2.v"は完全な verilogモジュールです。 

 "gowin_clkdiv2_tmp.v"は IPのテンプレートファイルです。 

 "gowin_clkdiv2.ipc"は IPの構成ファイルです。 

注記： 

VHDLが設計の言語として選択されている場合、生成される最初の 2つのファイル名の

サフィックスは.vhdになります。
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5システムクロック 

5.1 rPLL 

5.1.1 プリミティブの紹介 

GOWIN FPGAの rPLLは、外部からのリファレンスクロック信号に基

づいてループ内部の発振信号の周波数と位相を制御します。 

サポートされるデバイス 

表 5-1 rPLL対応デバイス 

ファミリー シリーズ デバイス 

Arora 

GW2A GW2A-18, GW2A-18C, GW2A-55, GW2A-55C 

GW2AN GW2AN-55C 

GW2AR GW2AR-18, GW2AR-18C 

GW2ANR GW2ANR-18C 

LittleBee® 

GW1N 
GW1N-1, GW1N-1S, GW1N-4, GW1N-4B, GW1N-
4D, GW1N-9, GW1N-9C 

GW1NR 
GW1NR-1, GW1NR-4, GW1NR-4B, GW1NR-4D, 
GW1NR-9, GW1NR-9C 

GW1NRF GW1NRF-4B 

GW1NZ GW1NZ-1, GW1NZ-1C 

機能の説明 

rPLLは、入力クロックに基づいてクロック位相調整、デューティサイ

クル調整、および周波数調整(逓倍と分周)を実行し、さまざまな位相と周

波数のクロック出力を生成できます。 

rPLLは入力クロック(CLKIN)に対して周波数調整(逓倍及び分周)を行う

ことができます。その計算式は以下の通りです： 

𝑓CLKOUT = (𝑓𝐶𝐿𝐾𝐼𝑁 ∗ FBDIV) IDIV⁄  

𝑓𝑉𝐶𝑂 =  𝑓𝐶𝐿𝐾𝑂𝑈𝑇 ∗ 𝑂𝐷𝐼𝑉 

𝑓𝐶𝐿𝐾𝑂𝑈𝑇𝐷 =  𝑓𝐶𝐿𝐾𝑂𝑈𝑇 𝑆𝐷𝐼𝑉⁄  

𝑓𝑃𝐹𝐷 = 𝑓𝐶𝐿𝐾𝐼𝑁 𝐼𝐷𝐼𝑉⁄ = 𝑓𝐶𝐿𝐾𝑂𝑈𝑇 𝐹𝐵𝐷𝐼𝑉⁄  



5システムクロック 5.1 rPLL 

 

UG286-1.9.8J 31(108) 

 

注記： 

 fCLKINは入力クロック CLKINの周波数、fCLKOUTは CLKOUTおよび CLKOUTPの周

波数、fCLKOUTDは CLKOUTDの周波数、fPFDは位相検出器周波数です。 

 IDIV、FBDIV、ODIV、SDIVは、各分周器の分周係数です。分周係数を調整するこ

とにより、所望の周波数のクロック信号を生成することができます。 

 rPLLの周波数の範囲については、FPGA製品データシートを参照してく

ださい。 

ポート図 

図 5-1 rPLLのポート図 

CLKIN

CLKFB

RESET

RESET_P

rPLL
6

CLKOUTP

FBDSEL

IDSEL

DUTYDA

PSDA

FDLY

6

4

4

4

CLKOUT

CLKOUTD

CLKOUTD3

LOCK

ODSEL 6

 
 

ポートの説明 

表 5-2 rPLLのポートの説明 

ポート名 I/O 説明 

CLKIN 入力 リファレンスクロック入力信号 

CLKFB 入力 フィードバッククロック入力信号 

RESET 入力 rPLL非同期リセット入力、アクティブ High 

RESET_P 入力 

rPLLパワーダウン(Power Down)入力、アクティブ

High。非 bypassモードでは、RESET_Pが Highの場

合、CLKOUT/CLKOUTP/CLKOUTD/CLKOUTD3の出力

は 0です。 

FBDSEL[5:0] 入力 
FBDIVの動的制御、範囲は 0~63、実際の値は 64 - 

FBDSEL 

IDSEL[5:0] 入力 IDIVの動的制御、範囲は 0~63、実際の値は 64 - IDSEL 

ODSEL[5:0] 入力 ODIVの動的制御値(2,4,8,16,32,48,64,80,96,112,128) 

DUTYDA[3:0] 入力 デューティサイクルの動的調整信号 

PSDA[3:0] 入力 位相の動的調整信号 

FDLY[3:0] 入力 遅延の動的微調整信号 

CLKOUT 出力 rPLLクロック出力信号 

LOCK 出力 rPLLロック指示。1はロック、0はロック解除を示す  

https://gowinsemi.com/ja/support/database/
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ポート名 I/O 説明 

CLKOUTP 出力 
rPLLの、CLKOUTに基づいた位相とデューティサイク

ル調整ありのクロック出力信号 

CLKOUTD 出力 
rPLLの、SDIVを経たクロック出力信号。CLKOUTま

たは CLKOUTPの、SDIVを経た出力信号 

CLKOUTD3 出力 
rPLLの、DIV3を経たクロック出力信号。CLKOUTまた

は CLKOUTPの、DIV3を経た出力信号 

 

CLKOUTD3は、3分周された出力クロック信号で、2つの入力ソース

があります。 

 CLKOUTD3の入力ソースが CLKOUTの場合： 

図 5-2に示すように、リセットが解放された後、CLKOUTD3はクロッ

ク CLKOUTの最初の立ち下がりエッジで Highになり、その後の 2番目

の立ち上がりエッジで Lowになります。 

図 5-2入力ソースが CLKOUTの場合の CLKOUTD3のタイミング図 

 

 

 CLKOUTD3の入力ソースが CLKOUTPの場合： 

図 5-3に示すように、リセットが解放された後、CLKOUTD3はクロッ

ク CLKOUTPの最初の立ち下がりエッジで Highになり、その後の 2番目

の立ち上がりエッジで Lowになります。 

図 5-3入力ソースが CLKOUTPの場合の CLKOUTD3のタイミング図 

 

 

パラメータの説明 

表 5-3 rPLLのパラメータの説明 

パラメータ名 値の範囲 
デフォルト

値 
説明 

FCLKIN "3"~"500" "100" リファレンスクロックの周波数 

IDIV_SEL 0~63 0 IDIV分周係数の静的設定 

DYN_IDIV_SEL "true", "false" "false" 
IDIV分周係数の静的制御パラメータま

たは動的制御信号の選択 
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パラメータ名 値の範囲 
デフォルト

値 
説明 

false: 静的制御、つまりパラメータ

IDIV_SELを選択します 

true: 動的制御、つまり IDSELを選択

します 

FBDIV_SEL 0~63 0 FBDIV分周係数の静的設定 

DYN_FBDIV_SE
L 

"true", "false" "false" 

FBDIV分周係数の静的制御パラメータ

または動的制御信号の選択 

false: 静的制御、つまりパラメータ

FBDIV_SELを選択します 

true: 動的制御、つまり FBDSELを選

択します 

ODIV_SEL 
2,4,8,16,32,48,64,80,9
6,112,128 

8 ODIV分周係数の静的設定 

DYN_ODIV_SEL "true", "false" "false" 

ODIV分周係数の静的制御パラメータま

たは動的制御信号の選択 

false: 静的制御、つまり ODIV_SELを

選択します 

true: 動的制御、つまり ODSELを選択

します 

PSDA_SEL "0000"~"1111" "0000" 位相の静的調整 

DUTYDA_SEL "0010"~"1110" "1000" デューティサイクルの静的調整 

DYN_DA_EN "true", "false" "false" 

位相およびデューティサイクル調整を

制御するために動的信号を選択します 

false: 静的制御 

true: 動的制御 

CLKOUT_FT_DI
R 

1'b1 1'b1 
CLKOUTの微調整方向の設定 

1'b1: 減算 

CLKOUT_DLY_S
TEP 

0,1,2,4 0 

CLKOUTの微調整係数の設定 

CLKOUT_DLY_STEP*delay(delay=50p
s) 

CLKOUTP_FT_D
IR 

1'b1 1'b1 
CLKOUTPの微調整方向の設定 

1'b1: 減算 

CLKOUTP_DLY_
STEP 

0,1,2 0 

CLKOUTPの微調整係数の設定 

CLKOUTP_DLY_STEP*delay(delay=50
ps) 

DYN_SDIV_SEL 2~128の偶数 2 SDIV分周係数の静的設定 

CLKFB_SEL "internal", "external" "internal" 

CLKFBソースの選択 

internal:内部 CLKOUTからのフィード

バック 

external: 外部信号からのフィードバッ

ク 

CLKOUTD_SRC 
"CLKOUT", 
"CLKOUTP" 

"CLKOUT" CLKOUTDソースの選択 
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パラメータ名 値の範囲 
デフォルト

値 
説明 

CLKOUTD3_SRC 
"CLKOUT", 
"CLKOUTP" 

"CLKOUT" CLKOUTD3ソースの選択 

CLKOUT_BYPAS
S 

"true","false" "false" 

rPLLをバイパス。CLKOUTは CLKIN

から直接取得されます 

true: rPLLをバイパス。CLKINは

CLKOUTに直接作用します 

false: ノーマルモード 

CLKOUTP_BYPA
SS 

"true","false" "false" 

rPLLをバイパス。CLKOUTPは CLKIN

から直接取得されます 

true: rPLLをバイパス。CLKINは

CLKOUTPに直接作用します 

false: ノーマルモード 

CLKOUTD_BYPA
SS 

"true","false" "false" 

rPLLをバイパス。CLKOUTDは CLKIN

から直接取得されます 

true: rPLLをバイパス。CLKINは

CLKOUTDに直接作用します 

false: ノーマルモード 

DEVICE 

"GW1N-1", "GW1NR-
1", "GW1N-1S", 
"GW1NZ-1",  

"GW1NZ-1C", "GW1N-
4", "GW1N-4B",  

"GWIN-4D", 

"GW1NR-4", 
"GW1NR-4B", 

"GW1NR-4D" 
"GW1NRF-4B", 
"GW1N-9", "GW1N-
9C", "GW1NR-9", 
"GW1NR-9C", 
"GW2A-18", "GW2AR-
18", "GW2A-55", 
"GW2A-55C", 

"GW2AN-55C" 

"GW1N-4" デバイスの選択 

 

表 5-4 IDSELポートのパラメータ参照テーブル 

IDSEL[5:0] 
IDIVの静的パラメータ

値 
IDIVの実際値 

111111 0 1 

111110 1 2 

111101 2 3 

111100 3 4 

111011 4 5 

111010 5 6 
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IDSEL[5:0] 
IDIVの静的パラメータ

値 
IDIVの実際値 

111001 6 7 

111000 7 8 

110111 8 9 

…… …… …… 

000000 63 64 

 

表 5-5 FBDSELポートのパラメータ参照テーブル 

FBDSEL [5:0] 
FBDIVの静的パラメー

タ値 
FBDIVの実際値 

111111 0 1 

111110 1 2 

111101 2 3 

111100 3 4 

111011 4 5 

111010 5 6 

111001 6 7 

111000 7 8 

110111 8 9 

…… …… …… 

000000 63 64 

 

表 5-6 ODSELポートのパラメータ参照テーブル 

ODSEL [5:0] ODIVのパラメータ値 ODIVの実際値 

111111 2 2 

111110 4 4 

111100 8 8 

111000 16 16 

110000 32 32 

101000 48 48 

100000 64 64 

011000 80 80 

010000 96 96 

001000 112 112 

000000 128 128 
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表 5-7 rPLL位相調整の参照テーブル 

パラメータ PSDA_SELまたはポート

PSDAの設定 
位相の調整 

0000 0° 

0001 22.5° 

0010 45° 

0011 67.5° 

0100 90° 

0101 112.5° 

0110 135° 

0111 157.5° 

1000 180° 

1001 202.5° 

1010 225° 

1011 247.5° 

1100 270° 

1101 292.5° 

1110 315° 

1111 337.5° 

 

表 5-8 rPLLのデューティサイクル調整の参照テーブル 

パラメータ DUTYDA_SEL設定 デューティサイクルの設定値(/16) 

0010 2 

0011 3 

0100 4 

0101 5 

0110 6 

0111 7 

1000 8 

1001 9 

1010 10 

1011 11 

1100 12 

1101 13 

1110 14 

 

デューティサイクル動的調整の場合、位相シフト設定を参照する必要が

あります。例えば、位相シフトが"0"(0000)の場合、50%デューティサイ

クルの DUTYDA_SELの値は"8"(1000)です。位相シフトが"180º"の場
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合、50%デューティサイクルの DUTYDA_SELの値は"0"(0000)です。 

動的デューティサイクルの計算： 

 DUTYDA [3:0]> PSDA [3:0]の場合、DutyCycle=1/16 x (DUTYDA [3:0]- 

PSDA [3:0])。 

 DUTYDA [3:0]< PSDA [3:0]の場合、DutyCycle=1/16 x (16+ DUTYDA 

[3:0]- PSDA [3:0])。 

注記： 

DutyCycle = 0/16、1/16、および 15/16はサポートされていません。 

ポート FDLY[3：0]を介して、出力クロック CLKOUTPの遅延を動的に

制御できます。1ステップごとに 0.125ns増加します。ヒステリシス(ク

ロック信号 CLKOUTPが入力クロックより遅い)とリード(クロック信号

CLKOUTPが入力クロックより早い)は位相オフセットの設定に合わせて

実装されます。 

表 5-9 rPLL遅延調整の参照テーブル 

ポート FDLY [3:0](GW1N-1/GW1N-1S) 
ポート FDLY [3:0](その他の

デバイス) 

遅延ステ

ップ数 

0000 1111 0 

0001 1110 1 

0010 1101 2 

0100 1011 4 

1000 0111 8 

 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成

できます。 

Verilogでのインスタンス化： 

rPLL rpll_inst( 

    .CLKOUT(clkout), 

    .LOCK(lock), 

    .CLKOUTP(clkoutp), 

    .CLKOUTD(clkoutd), 

    .CLKOUTD3(clkoutd3), 

    .RESET(reset), 

    .RESET_P(reset_p), 

    .CLKIN(clkin), 

    .CLKFB(clkfb), 

    .FBDSEL(fbdsel), 
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    .IDSEL(idsel), 

    .ODSEL(odsel), 

    .PSDA(psda), 

    .DUTYDA(dutyda), 

    .FDLY(fdly) 

); 

defparam rpll_inst.FCLKIN = "50"; 

defparam rpll_inst.DYN_IDIV_SEL = "false"; 

defparam rpll_inst.IDIV_SEL = 0; 

defparam rpll_inst.DYN_FBDIV_SEL = "false"; 

defparam rpll_inst.FBDIV_SEL = 1; 

defparam rpll_inst.ODIV_SEL = 8; 

defparam rpll_inst.PSDA_SEL = "0100"; 

defparam rpll_inst.DYN_DA_EN = "false"; 

defparam rpll_inst.DUTYDA_SEL = "1000"; 

defparam rpll_inst.CLKOUT_FT_DIR = 1'b1; 

defparam rpll_inst.CLKOUTP_FT_DIR = 1'b1; 

defparam rpll_inst.CLKOUT_DLY_STEP = 0; 

defparam rpll_inst.CLKOUTP_DLY_STEP = 0; 

defparam rpll_inst.CLKFB_SEL ="external"; 

defparam rpll_inst.CLKOUT_BYPASS = "false"; 

defparam rpll_inst.CLKOUTP_BYPASS = "false"; 

defparam rpll_inst.CLKOUTD_BYPASS = "false"; 

defparam rpll_inst.DYN_SDIV_SEL = 2; 

defparam rpll_inst.CLKOUTD_SRC = "CLKOUT"; 

defparam rpll_inst.CLKOUTD3_SRC = "CLKOUT"; 

defparam rpll_inst.DEVICE = "GW1N-4"; 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT rPLL 

GENERIC( 

FCLKIN:STRING:= "100.0"; 

DEVICE:STRING:= "GW1N-4"; 

DYN_IDIV_SEL:STRING:="false"; 

IDIV_SEL:integer:=0; 

DYN_FBDIV_SEL:STRING:="false"; 
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FBDIV_SEL:integer:=0; 

DYN_ODIV_SEL:STRING:="false"; 

ODIV_SEL:integer:=8; 

PSDA_SEL:STRING:="0000"; 

DYN_DA_EN:STRING:="false"; 

DUTYDA_SEL:STRING:="1000"; 

CLKOUT_FT_DIR:bit:='1'; 

CLKOUTP_FT_DIR:bit:='1'; 

CLKOUT_DLY_STEP:integer:=0; 

CLKOUTP_DLY_STEP:integer:=0; 

CLKOUTD3_SRC:STRING:="CLKOUT"; 

CLKFB_SEL : STRING:="internal"; 

CLKOUT_BYPASS:STRING:="false"; 

CLKOUTP_BYPASS:STRING:="false"; 

CLKOUTD_BYPASS:STRING:="false"; 

CLKOUTD_SRC:STRING:="CLKOUT"; 

DYN_SDIV_SEL:integer:=2 

); 

PORT( 

CLKIN:IN std_logic; 

CLKFB:IN std_logic; 

IDSEL:IN std_logic_vector(5 downto 0); 

FBDSEL:IN std_logic_vector(5 downto 0); 

ODSEL:IN std_logic_vector(5 downto 0); 

RESET:IN std_logic; 

RESET_P:IN std_logic; 

PSDA,FDLY:IN std_logic_vector(3 downto 0); 

DUTYDA:IN std_logic_vector(3 downto 0); 

LOCK:OUT std_logic; 

CLKOUT:OUT std_logic; 

CLKOUTD:OUT std_logic; 

CLKOUTP:OUT std_logic; 

CLKOUTD3:OUT std_logic 

); 

END COMPONENT; 
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uut:rPLL 

     GENERIC MAP( 

FCLKIN =>"100.0", 

DEVICE =>"GW2A-18", 

DYN_IDIV_SEL=>"false", 

IDIV_SEL=>0, 

DYN_FBDIV_SEL=>"false", 

FBDIV_SEL=>0, 

DYN_ODIV_SEL=>"false", 

ODIV_SEL=>8, 

PSDA_SEL=>"0000", 

DYN_DA_EN=>"false", 

DUTYDA_SEL=>"1000", 

CLKOUT_FT_DIR=>'1', 

CLKOUTP_FT_DIR=>'1', 

CLKOUT_DLY_STEP=>0, 

CLKOUTP_DLY_STEP=>0, 

CLKOUTD3_SRC=>"CLKOUT", 

CLKFB_SEL=>"internal", 

CLKOUT_BYPASS=>"false", 

CLKOUTP_BYPASS=>"false", 

CLKOUTD_BYPASS=>"false", 

CLKOUTD_SRC=>"CLKOUT", 

DYN_SDIV_SEL=>2 

) 

      PORT MAP( 

CLKIN=>clkin, 

CLKFB=>clkfb, 

IDSEL=>idsel, 

FBDSEL=>fbdsel, 

ODSEL=>odsel, 

RESET=>reset, 

RESET_P=>reset_p, 

PSDA=>psda, 

FDLY=>fdly, 
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DUTYDA=>dutyda, 

LOCK=>lock, 

CLKOUT=>clkout, 

CLKOUTD=>clkoutd, 

CLKOUTP=>clkoutp, 

CLKOUTD3=>clkoutd3 

); 

5.1.2 IPの呼び出し 

IP Core Generatorのインターフェースで"rPLL"をクリックすると、右

側に rPLLの概要が表示されます。 

IPの構成 

IP Core Generatorインターフェースで rPLLをダブルクリックすると、

rPLLの"IP Customization"ウィンドウがポップアップします。このウィン

ドウには General構成タブ、Options構成タブ、およびポート図がありま

す(図 5-4)。 

図 5-4 rPLL IPの構成ウィンドウ 

 
 

1. General構成タブ 

General構成タブは、IPファイルの構成に使用されます。rPLLの

General構成タブの使用は DQCEモジュールと同様であるので、

DQCEの General構成タブを参照してください。 

2. Options構成タブ 

Options構成タブは IPのカスタマイズに使用されます(図 5-4)。 
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 General：一般モードとアドバンスモードの構成、出力位相とデ

ューティサイクルの調整の動的モード/静的モードの構成、PLL 

Resetのイネーブルの構成を実行します。 

- "Mode"：IP Core構成のモードを設定します。一般モード

"General Mode"とアドバンスモード"Advanced Mode"がサポ

ートされます。一般モードでは、入力クロック周波数と出力

クロック周波数を入力すると、ソフトウェアが自動的に周波

数分割係数を計算します。アドバンスモードはアドバンスユ

ーザーに適しており、アドバンスモードはでは、入力周波数

と周波数分割係数を入力して期待される出力を得ることがで

きます。 

- "PLL Phase And Duty Cycle Adjustment"：出力デューティサ

イクルおよび位相調整モードを構成します。動的調整

"Dynamic"および静的調整"Static"がサポートされます。 

- "PLL Reset"：チェックすると、rPLLのリセットが有効になり

ます。 

- "PLL Power Down"：チェックすると、reset_pポートを介し

て rPLLをパワーダウンモードにします。 

 CLKIN：rPLL入力クロックの周波数、分周パラメータなどを構成

します。 

- "Clock Frequency(周波数範囲)"：入力クロックの周波数を構

成し、範囲は deviceにより異なります。 

- "Divide Factor"：アドバンスモードで分周パラメータを構成す

るために使用され、動的モード"Dynamic"と静的モード

"Static"をサポートします。静的モードでは分周パラメータ数

値(範囲は 1~64)を構成できます。CLKOUTの出力周波数が

deviceの推奨動作要件の範囲外にある場合、"Calculate"また

は"OK"をクリックするとエラーメッセージのウィンドウがポ

ップアップします。CLKIN/IDIVの出力周波数が deviceの推

奨動作要件の範囲外にある場合、"Calculate"または"OK"をク

リックするとエラーメッセージのウィンドウがポップアップ

します。 

 CLKFB：rPLLフィードバッククロックのソースと周波数逓倍パ

ラメータを構成します。 

- フィードバッククロックのソース(Source)として Internalと

Externalを選択できます。 

- "Divide Factor"：アドバンスモードで周波数逓倍パラメータを

構成するために使用され、動的モード"Dynamic"と静的モード

"Static"をサポートします。静的モードでは周波数逓倍パラメ

ータの数値(範囲は 1~64)を構成できます。構成が不適切な場
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合、"Calculate"ボタンまたは"OK"ボタンをクリックするとエ

ラーメッセージのウィンドウがポップアップします。 

 Enable LOCK：チェックすると、LOCKポートがイネーブルされ

ます。 

 CLKOUT：rPLL出力クロックの目的の周波数、VCOパラメー

タ、出力クロックサイクルの微調整パラメータを構成します。 

- "Bypass"：チェックすると、バイパス機能がイネーブルされ

ます。 

- "Expected Frequency(周波数範囲)"：一般モードで目的の出力

クロック CLKOUTの周波数を構成し、範囲は deviceにより

異なります。 

- "Tolerance(%)"：CLKOUTの目的の周波数と算出された実際

の周波数の許容誤差を構成します。 

- "VCO Divide Factor"：アドバンスモードで VCOパラメータを

構成するために使用され、動的モード"Dynamic"と静的モード

"Static"をサポートします。静的モードでは分周パラメータの

数値(範囲は 2/4/8/16/32/48/64/80/96/112/128)を構成できま

す。構成が不適切な場合、"Calculate"または"OK"をクリック

するとエラーメッセージのウィンドウがポップアップしま

す。 

- "Actual Frequency：計算された CLKOUTの実際の出力周波数

を表示します。 

 CLKOUTP：位相シフトクロックの位相とデューティサイクルの

調整パラメータを構成し、位相シフトクロックのリセットを有効/

無効にします。 

- "Enable CLKOUTP"：チェックすると、CLKOUTPがイネーブ

ルされます。 

- "Bypass"：チェックすると、バイパス機能がイネーブルされ

ます。 

- "Phase And Duty Cycle Adjustment(Static)"：静的モードで位

相(Phase(degree))およびデューティサイクル(Duty Cycle)を構

成できます。 

 CLKOUTD：分周クロック出力のクロックソース、目的の分周ク

ロック出力周波数、および分周クロックの出力パラメータを構成

し、分周クロック出力のリセットを有効/無効にします。 

- "Enable CLKOUTD"：チェックすると、CLKOUTDがイネー

ブルされます。 

- "Bypass"：チェックすると、バイパス機能がイネーブルされ

ます。 
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- "Source"：分周クロック出力のクロックソースを構成し、

CLKOUTと CLKOUTPを選択できます。 

- "Expected Frequency(周波数範囲)"：一般モードで目的の分周

クロック出力の周波数を構成し、範囲は deviceにより異なり

ます。 

- "Tolerance(%)"：分周クロック出力の目的の周波数と算出され

た実際の周波数の許容誤差を構成します。 

- "Divide Factor(2~128)"：アドバンスモードで分周クロック出

力の分周パラメータを構成します。範囲は 2〜128の偶数で

す。奇数に設定されている場合、"OK"をクリックするとエラ

ーが報告されます。 

- "Actual Frequency：計算された分周クロックの実際の出力周

波数を表示します。 

 CLKOUTD3：3分周クロック出力のクロックソースを構成しま

す。 

- "Enable CLKOUTP"：チェックすると、CLKOUTD3がイネー

ブルされます。 

- "Source"：3分周クロック出力のクロックソースを構成し、

CLKOUTと CLKOUTPを選択できます。 

 Calculate：現在の構成が適切か計算します。 

- 一般モード"General Mode"で、構成された分周パラメータ、

周波数逓倍パラメータ、および VCOパラメータに基づいて計

算します。計算された実際の周波数が目的の周波数と同じで

ない場合、"Calculate"ボタンをクリックすると"error"ウィンド

ウがポップアップし、不当な位置が赤でマークされます。 

- アドバンスモード"Advanced Mode"で、構成された静的分周

パラメータ、周波数逓倍パラメータ、VCOパラメータが適切

か計算します。適切でない場合は、"Calculate"をクリックす

ると"error"メッセージが表示されます。構成が正しい場合

は、"Calculate"をクリックすると、構成が成功したことを示

す"info"ウィンドウが表示されます。 

3. ポート図 

ポート図は、IP Coreの構成結果を表示します。入力・出力ポートの

数は Options構成に従ってリアルタイムで更新されます(図 5-4)。 

生成されるファイル 

IPの構成が完了したら、構成ファイルの"File Name"によって命名され

た 3つのファイルが生成されます： 

 "gowin_rpll.v"は完全な verilogモジュールです。 
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 gowin_rpll_tmp.vは IPのテンプレートファイルです。 

 gowin_rpll.ipcは IPの構成ファイルです。 

注記： 

VHDLが設計の言語として選択されている場合、生成される最初の 2つのファイル名の

サフィックスは.vhdになります。 

5.2 PLLVR 

5.2.1 プリミティブの紹介 

GOWIN FPGAの PLLVR(Phase_Locked Loop with regulator、電力調整

機能付き位相同期回路)は、外部からのリファレンスクロック信号に基づ

いてループ内部の発振信号の周波数と位相を制御します。 

サポートされるデバイス 

表 5-10 PLLVR対応デバイス 

ファミリー シリーズ デバイス 

LittleBee® GW1NS 
GW1NS-4, GW1NS-4C, GW1NSR-4, GW1NSR-4C, 
GW1NSER-4C 

機能の説明 

PLLVRは、電力調整機能を備えた PLLです。入力クロックに基づいて

クロック位相調整、デューティサイクル調整、および周波数調整(逓倍と

分周)を実行し、さまざまな位相と周波数の出力クロックを生成できま

す。 

PLLVRの機能は下表のとおりです。 

PLLVRは入力クロック(CLKIN)に対して周波数調整(逓倍及び分周)を行

うことができます。その計算式は以下の通りです： 

𝑓CLKOUT = (𝑓𝐶𝐿𝐾𝐼𝑁 ∗ FBDIV) IDIV⁄  

𝑓𝑉𝐶𝑂 =  𝑓𝐶𝐿𝐾𝑂𝑈𝑇 ∗ 𝑂𝐷𝐼𝑉 

𝑓𝐶𝐿𝐾𝑂𝑈𝑇𝐷 =  𝑓𝐶𝐿𝐾𝑂𝑈𝑇 𝑆𝐷𝐼𝑉⁄  

𝑓𝑃𝐹𝐷 = 𝑓𝐶𝐿𝐾𝐼𝑁 𝐼𝐷𝐼𝑉⁄ = 𝑓𝐶𝐿𝐾𝑂𝑈𝑇 𝐹𝐵𝐷𝐼𝑉⁄  

注記： 

 fCLKINは入力クロック CLKINの周波数、fCLKOUTは CLKOUTおよび CLKOUTPの周

波数、fCLKOUTDは CLKOUTDの周波数、fPFDは位相検出器周波数です。 

 IDIV、FBDIV、ODIV、SDIVは、各分周器の分周係数です。分周係数を調整するこ

とにより、所望の周波数のクロック信号を生成することができます。 

 PLLVRの周波数の範囲については、FPGA製品データシートを参照してください。 

https://gowinsemi.com/ja/support/database/
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ポート図 

図 5-5 PLLVRのポート図 
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ポートの説明 

表 5-11 PLLVRのポートの説明 

ポート名 I/O 説明 

CLKIN 入力 リファレンスクロック入力信号 

CLKFB 入力 フィードバッククロック入力信号 

RESET 入力 PLLVR非同期リセット入力、アクティブ High 

RESET_P 入力 

PLLVRパワーダウン(Power Down)入力、アクティ

ブ High。非 bypassモードでは、RESET_Pが High

の場合、

CLKOUT/CLKOUTP/CLKOUTD/CLKOUTD3の出力

は 0です。 

FBDSEL[5:0] 入力 
FBDIVの動的制御、範囲は 0~63、実際の値は 64 - 

FBDSEL 

IDSEL[5:0] 入力 
IDIVの動的制御、範囲は 0~63、実際の値は 64 - 

IDSEL 

ODSEL[5:0] 入力 
ODIVの動的制御値
(2,4,8,16,32,48,64,80,96,112,128) 

DUTYDA[3:0] 入力 デューティサイクルの動的調整信号 

PSDA[3:0] 入力 位相の動的調整信号 

FDLY[3:0] 入力 遅延の動的微調整信号 

VREN 入力 PLLVR電源調整イネーブル信号、アクティブ High 

CLKOUT 出力 PLLVRクロック出力信号 

LOCK 出力 
PLLVRロック指示。1はロック、0はロック解除を

示します 

CLKOUTP 出力 
位相とデューティサイクル調整ありの PLLVRクロ

ック出力信号 

CLKOUTD 出力 
SDIVを経た PLLVRクロック出力信号、SDIVを経

た CLKOUTまたは CLKOUTPの出力信号 

CLKOUTD3 出力 
DIV3を経た PLLVRクロック出力信号、DIV3を経

た CLKOUTまたは CLKOUTPの出力信号 



5システムクロック 5.2 PLLVR 

 

UG286-1.9.8J 47(108) 

 

注記： 

CLKOUTD3は、CLKOUTまたは CLKOUTPの 3分周された出力クロック信号です。

CLKOUTD3と CLKOUTまたは CLKOUTPのタイミング関係については、rPLLを参照

してください。 

パラメータの説明 

表 5-12 PLLVRのパラメータの説明 

パラメータ名 値の範囲 
デフォル

ト値 
説明 

FCLKIN 3~500 100 
リファレンスクロックの

周波数 

IDIV_SEL 0~63 0 IDIV分周係数の静的設定 

DYN_IDIV_SEL "true", "false" "false" 

IDIV分周係数の静的制御

パラメータまたは動的制

御信号の選択 

false: 静的制御、つまり

パラメータ IDIV_SELを

選択します 

true: 動的制御、つまり

IDSELを選択します 

FBDIV_SEL 0~63 0 
FBDIV分周係数の静的設

定 

DYN_FBDIV_SEL "true", "false" "false" 

FBDIV分周係数の静的制

御パラメータまたは動的

制御信号の選択 

false: 静的制御、つまり

パラメータ FBDIV_SEL

を選択します 

true: 動的制御、つまり

FBDSELを選択します 

ODIV_SEL 
2,4,8,16,32,48,6
4,80,96,112,128 

8 
ODIV分周係数の静的設

定 

DYN_ODIV_SEL "true", "false" "false" 

ODIV分周係数の静的制

御パラメータまたは動的

制御信号の選択 

false: 静的制御、つまり

ODIV_SELを選択します 

true: 動的制御、つまり

ODSELを選択します 

PSDA_SEL "0000"~ "1111" "0000" 位相の静的調整 

DUTYDA_SEL "0010"~ "1110" "1000" 
デューティサイクルの静

的調整 

DYN_DA_EN "true", "false" "false" 

位相およびデューティサ

イクル調整を制御するた

めに動的信号を選択しま

す 



5システムクロック 5.2 PLLVR 

 

UG286-1.9.8J 48(108) 

 

パラメータ名 値の範囲 
デフォル

ト値 
説明 

false: 静的制御 

true: 動的制御 

CLKOUT_FT_DIR 1'b1 1'b1 

CLKOUTの微調整方向の

設定 

1'b1: 減算 

CLKOUT_DLY_STEP 0,1,2,4 0 

CLKOUTの微調整係数の

設定 

CLKOUT_DLY_STEP*de
lay(delay=50ps) 

CLKOUTP_FT_DIR 1'b1 1'b1 

CLKOUTPの微調整方向

の設定 

1'b1: 減算 

CLKOUTP_DLY_STE
P 

0,1,2 0 

CLKOUTPの微調整係数

の設定 

CLKOUTP_DLY_STEP*d
elay(delay=50ps) 

DYN_SDIV_SEL 2~128の偶数 2 
SDIV分周係数の静的設

定 

CLKFB_SEL 
"internal", 
"external" 

"internal" 

CLKFBソースの選択 

internal:内部 CLKOUTか

らのフィードバック 

external: 外部信号から

のフィードバック 

CLKOUTD_SRC 
"CLKOUT", 
"CLKOUTP" 

"CLKOU
T" 

CLKOUTDソースの選択 

CLKOUTD3_SRC 
"CLKOUT", 
"CLKOUTP" 

"CLKOU
T" 

CLKOUTD3ソースの選

択 

CLKOUT_BYPASS "true", "false" "false" 

PLLVRをバイパス。

CLKOUTは CLKINから

直接取得されます 

true: PLLVRをバイパ

ス。CLKINは CLKOUT

に直接作用します 

false: ノーマルモード 

CLKOUTP_BYPASS "true", "false" "false" 

PLLVRをバイパス。

CLKOUTPは CLKINか

ら直接取得されます 

true: PLLVRをバイパ

ス。CLKINは CLKOUTP

に直接作用します 

false: ノーマルモード 

CLKOUTD_BYPASS "true", "false" "false" 

PLLVRをバイパス。

CLKOUTDは CLKINか

ら直接取得されます 
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パラメータ名 値の範囲 
デフォル

ト値 
説明 

true: PLLVRをバイパ

ス。CLKINは CLKOUTD

に直接作用します 

false: ノーマルモード 

DEVICE 

"GW1NS-4"、

"GW1NS-4C"、

"GW1NSR-4"、
"GW1NSR-

4C"、
"GW1NSER-4C" 

"GW1NS
-4" 

デバイスの選択 

注記： 

IDSEL、FBDESL、ODSELポートのパラメータ参照テーブル、位相調整の参照テーブ

ル、およびデューティサイクル調整の参照テーブルは rPLLと同様であるため、rPLLを

参照してください。 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成

できます。 

Verilogでのインスタンス化： 

PLLVR pllvr_inst( 

    .CLKOUT(clkout), 

    .LOCK(lock), 

    .CLKOUTP(clkoutp), 

    .CLKOUTD(clkoutd), 

    .CLKOUTD3(clkoutd3), 

    .VREN(vren), 

    .RESET(reset), 

    .RESET_P(reset_p), 

    .CLKIN(clkin), 

    .CLKFB(clkfb), 

    .FBDSEL(fbdsel), 

    .IDSEL(idsel), 

    .ODSEL(odsel), 

    .PSDA(psda), 

    .DUTYDA(dutyda), 

    .FDLY(fdly) 

); 

defparam pllvr_inst.FCLKIN = "50"; 
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defparam pllvr_inst.DYN_IDIV_SEL = "false"; 

defparam pllvr_inst.IDIV_SEL = 0; 

defparam pllvr_inst.DYN_FBDIV_SEL = "false"; 

defparam pllvr_inst.FBDIV_SEL = 1; 

defparam pllvr_inst.ODIV_SEL = 8; 

defparam pllvr_inst.PSDA_SEL = "0100"; 

defparam pllvr_inst.DYN_DA_EN = "false"; 

defparam pllvr_inst.DUTYDA_SEL = "1000"; 

defparam pllvr_inst.CLKOUT_FT_DIR = 1'b1; 

defparam pllvr_inst.CLKOUTP_FT_DIR = 1'b1; 

defparam pllvr_inst.CLKOUT_DLY_STEP = 0; 

defparam pllvr_inst.CLKOUTP_DLY_STEP = 0; 

defparam pllvr_inst.CLKFB_SEL ="external"; 

defparam pllvr_inst.CLKOUT_BYPASS = "false"; 

defparam pllvr_inst.CLKOUTP_BYPASS = "false"; 

defparam pllvr_inst.CLKOUTD_BYPASS = "false"; 

defparam pllvr_inst.DYN_SDIV_SEL = 2; 

defparam pllvr_inst.CLKOUTD_SRC = "CLKOUT"; 

defparam pllvr_inst.CLKOUTD3_SRC = "CLKOUT"; 

defparam pllvr_inst.DEVICE = "GW1NS-4"; 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT PLLVR 

GENERIC( 

FCLKIN:STRING:= "100.0"; 

DEVICE:STRING:= "GW1NS-4"; 

DYN_IDIV_SEL:STRING:="false"; 

IDIV_SEL:integer:=0; 

DYN_FBDIV_SEL:STRING:="false"; 

FBDIV_SEL:integer:=0; 

DYN_ODIV_SEL:STRING:="false"; 

ODIV_SEL:integer:=8; 

PSDA_SEL:STRING:="0000"; 

DYN_DA_EN:STRING:="false"; 

DUTYDA_SEL:STRING:="1000"; 

CLKOUT_FT_DIR:bit:='1'; 



5システムクロック 5.2 PLLVR 

 

UG286-1.9.8J 51(108) 

 

CLKOUTP_FT_DIR:bit:='1'; 

CLKOUT_DLY_STEP:integer:=0; 

CLKOUTP_DLY_STEP:integer:=0; 

CLKOUTD3_SRC:STRING:="CLKOUT"; 

CLKFB_SEL : STRING:="internal"; 

CLKOUT_BYPASS:STRING:="false"; 

CLKOUTP_BYPASS:STRING:="false"; 

CLKOUTD_BYPASS:STRING:="false"; 

CLKOUTD_SRC:STRING:="CLKOUT"; 

DYN_SDIV_SEL:integer:=2 

); 

PORT( 

CLKIN:IN std_logic; 

CLKFB:IN std_logic; 

IDSEL:IN std_logic_vector(5 downto 0); 

FBDSEL:IN std_logic_vector(5 downto 0); 

ODSEL:IN std_logic_vector(5 downto 0); 

VREN:IN std_logic; 

RESET:IN std_logic; 

RESET_P:IN std_logic; 

PSDA,FDLY:IN std_logic_vector(3 downto 0); 

DUTYDA:IN std_logic_vector(3 downto 0); 

LOCK:OUT std_logic; 

CLKOUT:OUT std_logic; 

CLKOUTD:OUT std_logic; 

CLKOUTP:OUT std_logic; 

CLKOUTD3:OUT std_logic 

); 

END COMPONENT; 

uut:PLLVR 

     GENERIC MAP( 

FCLKIN =>"100.0", 

DEVICE =>"GW1NS-4", 

DYN_IDIV_SEL=>"false", 

IDIV_SEL=>0, 
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DYN_FBDIV_SEL=>"false", 

FBDIV_SEL=>0, 

DYN_ODIV_SEL=>"false", 

ODIV_SEL=>8, 

PSDA_SEL=>"0000", 

DYN_DA_EN=>"false", 

DUTYDA_SEL=>"1000", 

CLKOUT_FT_DIR=>'1', 

CLKOUTP_FT_DIR=>'1', 

CLKOUT_DLY_STEP=>0, 

CLKOUTP_DLY_STEP=>0, 

CLKOUTD3_SRC=>"CLKOUT", 

CLKFB_SEL=>"internal", 

CLKOUT_BYPASS=>"false", 

CLKOUTP_BYPASS=>"false", 

CLKOUTD_BYPASS=>"false", 

CLKOUTD_SRC=>"CLKOUT", 

DYN_SDIV_SEL=>2 

) 

      PORT MAP( 

CLKIN=>clkin, 

CLKFB=>clkfb, 

IDSEL=>idsel, 

FBDSEL=>fbdsel, 

ODSEL=>odsel, 

VREN=>vren, 

RESET=>reset, 

RESET_P=>reset_p, 

PSDA=>psda, 

FDLY=>fdly, 

DUTYDA=>dutyda, 

LOCK=>lock, 

CLKOUT=>clkout, 

CLKOUTD=>clkoutd, 

CLKOUTP=>clkoutp, 
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CLKOUTD3=>clkoutd3 

); 

5.2.2 IPの呼び出し 

IP Core Generatorのインターフェースで"PLLVR"をクリックすると、

右側に PLLVRの概要が表示されます。 

IPの構成 

IP Core Generatorインターフェースで"PLLVR"をダブルクリックする

と、PLLVRの"IP Customization"ウィンドウがポップアップします。この

ウィンドウには、General構成タブ、Options構成タブ、ポート図、およ

び Helpボタンがあります(図 5-6)。 

図 5-6 PLLVR IPの構成ウィンドウ 

 

 

1. General構成タブ 

General構成タブは、IPファイルの構成に使用されます。PLLVRの

General構成タブの使用は DQCEモジュールと同様であるので、

DQCEの General構成タブを参照してください。 

2. Options構成タブ 

Options構成タブは IPのカスタマイズに使用されます(図 5-6)。

PLLVRの Options構成タブの使用は rPLLモジュールと同様です。

rPLLの Options構成タブを参照してください。PLL Regulatorオプシ

ョンが追加されました。 

3. ポート図 
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ポート図は、IP Coreの構成結果を表示します。入力・出力ポートの

数は Options構成に従ってリアルタイムで更新されます(図 5-6)。 

生成されるファイル 

IPの構成が完了したら、構成ファイルの"File Name"によって命名され

た 3つのファイルが生成されます： 

 "gowin_pllvr.v"は完全な verilogモジュールです。 

 gowin_pllvr_tmp.vは IPのテンプレートファイルです。 

 gowin_pllvr.ipcは IPの構成ファイルです。 

注記： 

VHDLが設計の言語として選択されている場合、生成される最初の 2つのファイル名の

サフィックスは.vhdになります。 

5.3 PLLO 

5.3.1 プリミティブの紹介 

Gowin FPGAは、4つのクロック出力をサポートする位相同期回路

PLLOを提供します。入力クロックに基づいて周波数、位相、およびデュ

ーティサイクルを調整することができます。 

サポートされるデバイス 

表 5-13 PLLO対応デバイス 

ファミリー シリーズ デバイス 

LittleBee® 
GW1N 

GW1N-2, GW1N-1P5, GW1N-
2B, GW1N-1P5B 

GW1NR GW1NR-2, GW1NR-2B 

Arora GW2AN GW2AN-18X, GW2AN-9X 

 

機能の説明 

PLLOは、4つのクロック出力をサポートします。入力クロックに基づ

いてクロック位相調整、デューティサイクル調整、および周波数調整(逓

倍と分周)を実行することにより、さまざまな位相と周波数の出力クロッ

クを生成できます。正しいクロック出力を得るには、FPGA製品データシ

ートに記載されている周波数範囲に従って入力クロック周波数を設定する

必要があります。 

PLLOは入力クロック(CLKIN)に対して周波数調整(逓倍及び分周)を行

うことができます。その計算式は以下の通りです： 

𝑓CLKOUTA = (𝑓𝐶𝐿𝐾𝐼𝑁 ∗ FBDIV) IDIV⁄  

𝑓𝑉𝐶𝑂 =  𝑓𝐶𝐿𝐾𝑂𝑈𝑇𝐴 ∗ 𝑂𝐷𝐼𝑉𝐴 

𝑓𝐶𝐿𝐾𝑂𝑈𝑇𝑋 =  𝑓𝐼𝑁_𝑂𝐷𝐼𝑉𝑋 𝑂𝐷𝐼𝑉𝑋⁄  

𝑓𝑃𝐹𝐷 = 𝑓𝐶𝐿𝐾𝐼𝑁 𝐼𝐷𝐼𝑉⁄ = 𝑓𝐶𝐿𝐾𝑂𝑈𝑇𝐴 𝐹𝐵𝐷𝐼𝑉⁄  
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注記： 

 fCLKINは CLKINの周波数です。 

 fCLKOUTXはチャネル A/B/C/Dの出力クロックの周波数です(x=A/B/C/D)。ODIVXはチ

ャネル A/B/C/Dの出力分周係数です(x=A/B/C/D) 

 fIN_ODIVXは ODIVXの入力クロックの周波数です(x=A/B/C/D)。デフォルトは fVCOで、

カスケードまたはバイパス時に実際の回路に従います。 

 fPFDは位相検出器周波数です(3MHz以上)。 

 IDIV、FBDIV、ODIVXは、各分周器の分周係数です。分周係数を調整することによ

り、所望の周波数のクロック信号を生成することができます。 

 PLLOの周波数の範囲については、FPGA製品データシートを参照してください。 

ポート図 

図 5-7 PLLOのポート図 

PLLO

CLKIN

CLKFB

RESET

RESET_P

6

CLKOUTB

FBDSEL

IDSEL

DTA

ICPSEL

LPFRES

6

4

5

3

CLKOUTA

CLKOUTC

CLKOUTD

LOCK

ODSELA
7

RESET_I

RESET_S

ODSELB
7

ODSELC
7

ODSELD
7

DTB
4

PSSEL
2

PSDIR

PSPULSE

ENCLKA

ENCLKB

ENCLKC

ENCLKD

 

 

ポートの説明 

表 5-14 PLLOのポートの説明 

ポート名 I/O 説明 

CLKIN 入力 リファレンスクロック入力信号 

CLKFB 入力 フィードバッククロック入力信号 

https://gowinsemi.com/ja/support/database/
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ポート名 I/O 説明 

RESET 入力 PLL全部リセット信号、アクティブ High。 

RESET_P 入力 
PLLパワーダウン(Power Down)信号、アクティブ

High。 

RESET_I 入力 
IDIVリセット機能付き全部リセット信号、アクティブ

High。 

RESET_S 入力 
B/C/Dの 3つのチャネルのリセット、アクティブ

High。 

FBDSEL[5:0] 入力 
FBDIVの動的制御、範囲は 0~63、実際の値は 64 - 

FBDSEL 

IDSEL[5:0] 入力 
IDIVの動的制御、範囲は 0~63、実際の値は 64 - 

IDSEL 

ODSELA[6:0] 入力 
ODIVAの動的制御、範囲は 0~127、実際の値は 128 - 

ODSELA 

ODSELB[6:0] 入力 
ODIVBの動的制御、範囲は 0~127、実際の値は 128 - 

ODSELB 

ODSELC[6:0] 入力 
ODIVCの動的制御、範囲は 0~127、実際の値は 128 - 

ODSELC 

ODSELD[6:0] 入力 
ODIVDの動的制御、範囲は 0~127、実際の値は 128 - 

ODSELD 

DTA[3:0] 入力 CLKOUTAのデューティサイクルの動的微調整 

DTB[3:0] 入力 CLKOUTBのデューティサイクルの動的微調整 

ICPSEL[4:0] 入力 
ICP電流の動的制御。この値の増加とともに電流が増

加します。 

LPFRES[2:0] 入力 

LPFRESの値の動的制御。範囲は R0~R7。R0は最大

の帯域幅に対応し、R7は最小の帯域幅に対応しま

す。 

PSSEL[1:0] 入力 位相シフトチャネル選択の動的制御 

PSDIR 入力 位相シフト方向の動的制御 

PSPULSE 入力 位相シフトパルスの動的制御 

ENCLKA 入力 

チャネル Aのクロック出力イネーブルの動的制御。動

的イネーブルを使用するには、静的パラメータ

CLKOUTA_EN = "TRUE"にする必要があります。 

ENCLKB 入力 

チャネル Bのクロック出力イネーブルの動的制御。動

的イネーブルを使用するには、静的パラメータ

CLKOUTB_EN = "TRUE"にする必要があります。 

ENCLKC 入力 

チャネル Cのクロック出力イネーブルの動的制御。動

的イネーブルを使用するには、静的パラメータ

CLKOUTC_EN = "TRUE"にする必要があります。 

ENCLKD 入力 

チャネル Dのクロック出力イネーブルの動的制御。動

的イネーブルを使用するには、静的パラメータ

CLKOUTD_EN = "TRUE"にする必要があります。 

CLKOUTA 出力 チャネル Aのクロック出力 
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ポート名 I/O 説明 

CLKOUTB 出力 チャネル Bのクロック出力 

CLKOUTC 出力 チャネル Cのクロック出力 

CLKOUTD 出力 チャネル Dのクロック出力 

LOCK 出力 
PLLロック指示。1はロック、0はロック解除を示し

ます 

 

パラメータの説明 

表 5-15 PLLOのパラメータの説明 

パラメータ名 値の範囲 
デフォル

ト値 
説明 

FCLKIN "3"~"400" "100.0" リファレンスクロックの周波数(MHz) 

IDIV_SEL 0~63 0 
IDIV分周係数の静的設定。実際の

1~64に対応します。 

DYN_IDIV_SEL 
"TRUE", 
"FALSE" 

"FALSE" 

IDIV分周係数の静的制御パラメータ

または動的制御信号の選択 

FALSE: 静的制御、つまりパラメータ

IDIV_SELを選択します 

TRUE: 動的制御、つまり IDSELを選

択します 

FBDIV_SEL 0~63 0 
FBDIV分周係数の静的設定。実際の

1~64に対応します。 

DYN_FBDIV_SEL 
"TRUE", 
"FALSE" 

"FALSE" 

FBDIV分周係数の静的制御パラメー

タまたは動的制御信号の選択 

FALSE: 静的制御、つまりパラメータ

FBDIV_SELを選択します 

TRUE: 動的制御、つまり FBDSELを

選択します 

ODIVA_SEL 1~128 4 ODIVA分周係数の静的設定 

DYN_ODIVA_SEL 
"TRUE", 
"FALSE" 

"FALSE" 

ODIVA分周係数の静的制御パラメー

タまたは動的制御信号の選択 

FALSE: 静的制御、つまり

ODIVA_SELを選択します 

TRUE: 動的制御、つまり ODSELA

を選択します 

ODIVB_SEL 1~128 4 ODIVB分周係数の静的設定 

DYN_ODIVB_SEL 
"TRUE", 
"FALSE" 

"FALSE" 

ODIVB分周係数の静的制御パラメー

タまたは動的制御信号の選択 

FALSE: 静的制御、つまり

ODIVB_SELを選択します 

TRUE: 動的制御、つまり ODSELB

を選択します 

ODIVC_SEL 1~128 4 ODIVC分周係数の静的設定 
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パラメータ名 値の範囲 
デフォル

ト値 
説明 

DYN_ODIVC_SEL 
"TRUE", 
"FALSE" 

"FALSE" 

ODIVC分周係数の静的制御パラメー

タまたは動的制御信号の選択 

FALSE: 静的制御、つまり

ODIVC_SELを選択します 

TRUE: 動的制御、つまり ODSELC

を選択を選択します 

ODIVD_SEL 1~128 4 ODIVD分周係数の静的設定 

DYN_ODIVD_SEL 
"TRUE", 
"FALSE" 

"FALSE" 

ODIVD分周係数の静的制御パラメー

タまたは動的制御信号の選択 

FALSE: 静的制御、つまり

ODIVD_SELを選択します 

TRUE: 動的制御、つまり ODSELD

を選択します 

CLKOUTA_EN 
"TRUE", 
"FALSE" 

"TRUE" 
チャネル Aのクロック出力イネーブ

ル 

CLKOUTB_EN 
"TRUE", 
"FALSE" 

"TRUE" 
チャネル Bのクロック出力イネーブ

ル 

CLKOUTC_EN 
"TRUE", 
"FALSE" 

"TRUE" 
チャネル Cのクロック出力イネーブ

ル 

CLKOUTD_EN 
"TRUE", 
"FALSE" 

"TRUE" 
チャネル Dのクロック出力イネーブ

ル 

DYN_DTA_SEL 
"TRUE", 
"FALSE" 

"FALSE" 

チャネル Aデューティサイクル微調

整の静的制御パラメータまたは動的制

御信号の選択 

FALSE: 静的制御、つまり
CLKOUTA_DT_DIR & 

CLKOUTA_DT_STEPを選択します 

TRUE: 動的制御、つまり DTAを選択

します 

DYN_DTB_SEL 
"TRUE", 
"FALSE" 

"FALSE" 

チャネル Bデューティサイクル微調

整の静的制御パラメータまたは動的制

御信号の選択 

FALSE: 静的制御、つまり
CLKOUTB_DT_DIR & 

CLKOUTB_DT_STEPを選択します 

TRUE: 動的制御、つまり DTBを選択

します 

CLKOUTA_DT_DI
R 

1'b1, 1'b0 1'b1 

チャネル Aデューティサイクルの静

的微調整方向 

1'b1: 立ち上がりエッジ揃えでデュー

ティサイクルが増加します 

1'b0: 立ち下がりエッジ揃えでデュー

ティサイクルが減少します 
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パラメータ名 値の範囲 
デフォル

ト値 
説明 

CLKOUTB_DT_DI
R 

1'b1, 1'b0 1'b1 

チャネル Bデューティサイクルの静

的微調整方向 

1'b1: 立ち上がりエッジ揃えでデュー

ティサイクルが増加します 

1'b0: 立ち下がりエッジ揃えでデュー

ティサイクルが減少します 

CLKOUTA_DT_ST
EP 

0,1,2,4 0 

チャネル Aデューティサイクル静的

微調整のステップ数。ステップごとに

50ps。 

CLKOUTB_DT_S
TEP 

0,1,2,4 0 

チャネル Bデューティサイクル静的

微調整のステップ数。ステップごとに

50ps。 

CLKA_IN_SEL 
2'b00,2'b
01,2'b11 

2'b00 

ODIVA入力クロックソースの選択 

2'b00/2'b01: VCOの出力 

2'b11: CLKIN(バイパス) 

CLKA_OUT_SEL 1'b0, 1'b1 1'b0 

チャンネル A出力クロックソースの

選択 

1'b0: ODIVAの出力 

1'b1: CLKIN(バイパス) 

CLKB_IN_SEL 
2'b00,2'b
01,2'b10,
2'b11 

2'b00 

ODIVB入力クロックソースの選択 

2'b00/2'b01: VCOの出力 

2'b10: CLKCAS_A(カスケード) 

2'b11: CLKIN(バイパス) 

CLKB_OUT_SEL 1'b0, 1'b1 1'b0 

チャンネル B出力クロックソースの

選択 

1’b0：ODIVBの出力 

1’b1：CLKIN(バイパス) 

CLKC_IN_SEL 
2'b00,2'b
01,2'b10,
2'b11 

2'b00 

ODIVC入力クロックソースの選択 

2’b00/2’b01：VCOの出力 

2’b10：CLKCAS_B(カスケード) 

2’b11：CLKIN(バイパス) 

CLKC_OUT_SEL 1'b0, 1'b1 1'b0 

チャンネル C出力クロックソースの

選択 

1'b0: ODIVCの出力 

1'b1: CLKIN(バイパス) 

CLKD_IN_SEL 
2'b00,2'b
01,2'b10,
2'b11 

2'b00 

ODIVD入力クロックソースの選択 

2'b00/2'b01: VCOの出力 

2'b10: CLKCAS_C(カスケード) 

2'b11: CLKIN(バイパス) 

CLKD_OUT_SEL 1'b0, 1'b1 1'b0 

チャンネル D出力クロックソースの

選択 

1'b0: ODIVDの出力 
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パラメータ名 値の範囲 
デフォル

ト値 
説明 

1'b1: CLKIN(バイパス) 

CLKFB_SEL 

"INTERN
AL", 
"EXTER
NAL" 

"INTERN
AL" 

CLKFBソースの選択 

INTERNAL：内部 CLKOUTAからの

フィードバック 

EXTERNAL：外部信号からのフィー

ドバック 

DYN_DPA_EN 
"TRUE", 
"FALSE" 

"FALSE" 動的位相シフト調整イネーブル 

DYN_PSB_SEL 
"TRUE", 
"FALSE" 

"FALSE" 

チャネル B位相調整の静的制御パラ

メータまたは動的制御信号の選択 

FALSE: 静的制御、つまり

PSB_COARSE & PSB_FINEを選択

します"TRUE"：動的制御、つまり

DPA動的信号(PSSEL、PSDIR、およ

び PSPULSE)を選択します。また、

DYN_DPA_EN="TRUE"にする必要が

あります。 

DYN_PSC_SEL 
"TRUE", 
"FALSE" 

"FALSE" 

チャネル C位相調整の静的制御パラ

メータまたは動的制御信号の選択 

FALSE: 静的制御、つまり

PSC_COARSE & PSC_FINEを選択

します動的制御、つまり DPA動的信

号(PSSEL、PSDIR、および

PSPULSE)を選択します。また、

DYN_DPA_EN="TRUE"にする必要が

あります。 

DYN_PSD_SEL 
"TRUE", 
"FALSE" 

"FALSE" 

チャネル D位相調整の静的制御パラ

メータまたは動的制御信号の選択 

FALSE: 静的制御、つまり
PSD_COARSE & PSD_FINE TRUE

を選択します"TRUE"：動的制御、つ

まり DPA動的信号(PSSEL、

PSDIR、および PSPULSE)を選択し

ます。また、DYN_DPA_EN="TRUE"

にする必要があります。 

PSB_COARSE 1~128 1 
チャネル B位相シフト粗調整の静的

設定 

PSB_FINE 0~7 0 
チャネル B位相シフト微調整の静的

設定 

PSC_COARSE 1~128 1 
チャネル C位相シフト粗調整の静的

設定 

PSC_FINE 0~7 0 
チャネル C位相シフト微調整の静的

設定 
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パラメータ名 値の範囲 
デフォル

ト値 
説明 

PSD_COARSE 1~128 1 
チャネル D位相シフト粗調整の静的

設定 

PSD_FINE 0~7 0 
チャネル D位相シフト微調整の静的

設定 

DTMS_ENB 
"TRUE", 
"FALSE" 

"FALSE" 

チャネル B(ODIVB = 2〜128)のデュ

ーティサイクル調整イネーブル 

FALSE: 50%のデューティサイクル 

TRUE: DYN_PSB_SEL =" TRUE"の場

合、PSB_COARSE＆PSB_FINEを立

ち下がりエッジとして設定し、動的位

相調整を立ち上がりエッジとして設定

することで、動的デューティサイクル

調整(立ち下がりエッジ - 立ち上がり

エッジ)を実現します。 

DTMS_ENC 
"TRUE", 
"FALSE" 

"FALSE" 

チャネル C(ODIVC = 2〜128)のデュ

ーティサイクル調整イネーブル 

FALSE: 50%のデューティサイクル 

TRUE: DYN_PSC_SEL =" TRUE"の場

合、PSC_COARSE＆PSC_FINEを立

ち下がりエッジとして設定し、動的位

相調整を立ち上がりエッジとして設定

することで、動的デューティサイクル

調整(立ち下がりエッジ - 立ち上がり

エッジ)を実現します。 

DTMS_END 
"TRUE", 
"FALSE" 

"FALSE" 

チャネル D(ODIVD = 2〜128)のデュ

ーティサイクル調整イネーブル 

FALSE: 50%のデューティサイクル 

TRUE: DYN_PSD_SEL =" TRUE"の場

合、PSD_COARSE＆PSD_FINEを立

ち下がりエッジとして設定し、動的位

相調整を立ち上がりエッジとして設定

することで、動的デューティサイクル

調整(立ち下がりエッジ - 立ち上がり

エッジ)を実現します。 

RESET_I_EN 
"TRUE", 
"FALSE" 

"FALSE" 

動的信号 RESET_Iイネーブル。

RESET_Iポートを使用するには、こ

のパラメータを TRUEに設定する必

要があります。 

RESET_S_EN 
"TRUE", 
"FALSE" 

"FALSE" 

動的信号 RESET_Sイネーブル。

RESET_Sポートを使用するには、こ

のパラメータを TRUEに設定する必

要があります。 

DYN_ICP_SEL 
"TRUE", 
"FALSE" 

"FALSE" 
ICPSEL静的制御パラメータまたは動

的制御信号の選択 
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パラメータ名 値の範囲 
デフォル

ト値 
説明 

FALSE: 静的制御、つまりパラメータ

ICP_SELを選択します 

TRUE: 動的制御、つまり動的信号

ICPSELを選択します 

ICP_SEL 

5'bXXXX
X, 
5'b00000
~5'b11111 

5'bXXXX
X 

ICP電流の静的設定 

5'bXXXXXX：ソフトウェアが自動的

に計算してこのパラメータを設定しま

す 

5'b00000~5'b11111: ユーザーは、必

要に応じてパラメータ範囲内で設定で

きます。 

DYN_RES_SEL 
"TRUE", 
"FALSE" 

"FALSE" 

LPRREF静的制御パラメータまたは

動的制御信号の選択 

FALSE: 静的制御、つまり LPR_REF

を選択します 

TRUE: 動的制御、つまり動的信号

LPFRESを選択します 

LPR_REF 

7'bXXXX
XXX, 
7'b00000
00(R0),7'
b000000
1(R1),7'b
0000010(
R2),7'b00
00100(R
3),7'b000
1000(R4)
,7'b00100
00(R5),7'
b010000
0(R6),7'b
1000000(
R7) 

7'bXXXX
XXX 

LPRRESの静的設定 

7'bXXXXXXX: ソフトウェアが自動的

に計算してこのパラメータを設定しま

す 

7'b0000000~7'b1000000(8つの値あ

り): ユーザーは、必要に応じてこの 8

つの値から選択できます。 

 

表 5-16 IDSELポートのパラメータ参照テーブル 

IDSEL[5:0] IDIVの静的パラメータ値 IDIVの実際値 

111111 0 1 

111110 1 2 

111101 2 3 

111100 3 4 

111011 4 5 

111010 5 6 

111001 6 7 

111000 7 8 
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IDSEL[5:0] IDIVの静的パラメータ値 IDIVの実際値 

110111 8 9 

…… …… …… 

000000 63 64 

 

表 5-17 FBDSELポートのパラメータ参照テーブル 

FBDSEL [5:0] 
FBDIVの静的パラメータ

値 
FBDIVの実際値 

111111 0 1 

   

111110 1 2 

111101 2 3 

111100 3 4 

111011 4 5 

111010 5 6 

111001 6 7 

111000 7 8 

110111 8 9 

…… …… …… 

000000 63 64 

 

表 5-18 ODSELX(X=A/B/C/D)ポートのパラメータ参照テーブル 

ODSELX [6:0] 
ODIVXの静的パラメータ

値 
ODIVXの実際値 

1111111 1 1 

1111110 2 2 

1111101 3 3 

1111100 4 4 

1111011 5 5 

1111010 6 6 

1111001 7 7 

1111000 8 8 

1110111 9 9 

…… …… …… 

0000000 128 128 

 

位相の調整 

PLLOは、静的位相調整と動的位相調整をサポートします。動的位相調
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整はチャネル B/C/Dでのみサポートされます。静的位相調整は、パラメ

ータ PSX_COARSEおよび PSX_FINE(X=B/C/D)の設定によって実現され

ます。動的位相調整は、信号 PSSEL、PSDIR、PSPULSEによって実現

されます。PSSELはチャネルの選択に使用され、PSDIRは加算または減

算の制御に使用されます。PSPULSEパルスの立ち下がりエッジごとに、

DYN_FINEは 1増加/減少し、DYN_FINEのオーバーフローまたはアンダ

ーフローの場合、DYN_COARSEは 1増加/減少します。DYN_COARSE

の値は≦ODIVです。 

位相調整は、次の式で計算できます(例としてチャネル Bを使用)。 

COARSE_B<ODIVBの場合、ps = (FINE_B/8 + COARSE_B)/ODIVB*360  

COARSE_B=ODIVBの場合、ps = (FINE_B/8)/ODIVB*360 

注記： 

 DYN_FINEおよび DYN_COARSEは、DPAによって生成される内部信号であり、

PSSEL、PSDIR、および PSPULSEに応じて生成されます。 

 FINE_Bは、DYN_PSB_SELによって選択された動的 DYN_FINE_Bまたは静的パ

ラメーターPSB_FINEであり、COARSE_Bは、DYN_PSB_SELによって選択され

た動的 DYN_COARSE_Bまたは静的パラメータ PSB_COARSEです。 

 CLKX_IN_SEL(X=B/C/D)がバイパスまたはカスケードの場合、FINE_X

（X=B/C/D）を 0に設定する必要があります。 

デューティサイクルの調整 

PLLOの動的デューティサイクル調整は、チャネル B/C/Dでのみサポー

トされます。デューティサイクルは次のように定義されます。 

Duty cycle = (falling edge −  rising edge)  cycle_period⁄  

falling edgeの位置は、静的位相シフト設定によって決定され、DUTY

として定義されます。rising edgeの位置は、動的位相シフト設定の

PHASEによって決定されます。DYN_FINEおよび DYN_COARSEは、

DPAによって生成される内部信号です。位相調整セクションの関連説明

を参照してください。DUTYと PHASEの計算式は次のとおりです(チャ

ネル B)。 

DUTY = (PSB_FINE 8⁄ + PSB_COARSE) 

         PHASE = (DYN_FINEB 8⁄ + DYN_COARSEB) 

動的デューティサイクルの計算： 

 DUTY> PHASEの場合、DutyCycle= (DUTY- PHASE) / ODIVB。 

 DUTY< PHASEの場合、DutyCycle= (DUTY- PHASE) / ODIVB + 1。 

注記： 

 ODIV = 1の場合、動的デューティサイクル調整はサポートされておらず、デューテ

ィサイクルは 50％です。 

 ODIV> = 2の場合、DUTY-PHASEは(-0.5、0.5)内の値をサポートしません。 
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 CLKX_IN_SEL(X=B/C/D)がバイパスまたはカスケードで ODIV(>2)が奇数の場合、

デューティサイクルは 50%ではありません (Highの期間 < Lowの期間、すなわち

50%未満)。 

デューティサイクルの微調整 

PLLOのチャネル A/Bは、デューティサイクルの微調整をサポートしま

す。これは、デューティサイクルの微調整の方向とステップ数の設定によ

って実現されます。静的モードと動的モードがサポートされます。 

1） 静的： 

a) 微調整の方向：パラメータ

CLKOUTA_DT_DIR/CLKOUTB_DT_DIRにより制御されま

す。 

b) 微調整のステップ数：パラメータ

CLKOUTA_DT_STEP/CLKOUTB_DT_STEPで制御されま

す。 

2） 動的： 

a) 微調整の方向：ポート DTA[3]/DTB[3]により制御されます。 

b)  微調整のステップ数：ポート 7-DTA[2:0]/7-DTB[2:0]により制

御されます。 

微調整方向が 1'b1の場合、立ち下がりエッジの遅延が調整されてデュ

ーティサイクルが増加します。微調整方向が 1'b0の場合、立ち上がりエ

ッジの遅延が調整されてデューティサイクルが減少します。 

表 5-19 PLL0のデューティサイクルの微調整の参照テーブル 

デューティサイクルの

微調整方向 

デューティサイクルの微

調整ステップ数 

デューティサイクルの微調

整の遅延値 

1'b0 

0 0 

1 -50ps 

2 -100ps 

4 -200ps 

1'b1 

0 0 

1 +50ps 

2 +100ps 

4 +200ps 

例えば、同じ周波数のクロックを出力するチャンネル Aとチャンネル

Bがある場合、チャンネル Bのクロックのデューティサイクルの微調整

タイミングは、図 5-8と図 5-9に示すとおりです(チャネル Aは基準とし

て使用される)。 
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図 5-8 チャネル Bのデューティサイクルの微調整タイミング図(微調整方向が 1’

b1、ステップ数が 1) 

 

 

図 5-9 チャネル Bのデューティサイクルの微調整タイミング図(微調整方向が 1’

b0、ステップ数が 1) 

 

 

ICPSEL/LPFRESの設定 

PLLOは、ICPSELおよび LPFRESの設定をサポートします。静的設定

および動的設定があります。動的設定の場合、ユーザーは、必要に応じて

設定できます。静的設定の場合、デフォルトの Xは、ソフトウェアが自

動的に計算して構成することを示し、また、手動でこのパラメータを設定

することも可能です。 

ICPSELの値の範囲は、小さい順で、ICP1、ICP2、...... ICPN ...... 

ICP31、ICP32、合計 32のレベルに分割できます。ICP1は最小電流に対

応し、ICP32は最大電流に対応します。すなわち、ICPの値は、Nが大き

いほど大きいです。 

LPRRESの値の範囲は、小さい順で、R0、R1、R2、R3、R4、R5、

R6、R7です。R0は最大帯域幅に対応し、R7は最小帯域幅に対応しま

す。次はいくつかの典型的な値です：R7-> 250KHz、R4-> 1.6MHz、R1-

> 12MHz。 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成

できます。 

Verilogでのインスタンス化： 

PLLO pllo_inst ( 

    .LOCK(lock), 

    .CLKOUTA(clkouta), 

    .CLKOUTB(clkoutb), 

    .CLKOUTC(clkoutc), 

    .CLKOUTD(clkoutd), 

    .CLKIN(clkin), 

    .CLKFB(clkfb), 
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    .RESET(reset), 

    .RESET_P(reset_p), 

    .RESET_I(reset_i), 

    .RESET_S(reset_s), 

    .FBDSEL(fbdsel), 

    .IDSEL(idsel), 

    .ODSELA(odsela), 

    .ODSELB(odselb), 

    .ODSELC(odselc), 

    .ODSELD(odseld), 

    .DTA(dta), 

    .DTB(dtb), 

    .ICPSEL(icpsel), 

    .LPFRES(lpfres), 

    .PSSEL(pssel), 

    .PSDIR(psdir), 

    .PSPULSE(pspulse), 

    .ENCLKA(enclka), 

    .ENCLKB(enclkb), 

    .ENCLKC(enclkc), 

    .ENCLKD(enclkd) 

); 

 

defparam pllo_inst.FCLKIN = "100"; 

defparam pllo_inst.DYN_IDIV_SEL = "FALSE"; 

defparam pllo_inst.IDIV_SEL = 0; 

defparam pllo_inst.DYN_FBDIV_SEL = "FALSE"; 

defparam pllo_inst.FBDIV_SEL = 0; 

defparam pllo_inst.DYN_ODIVA_SEL = "FALSE"; 

defparam pllo_inst.ODIVA_SEL = 4; 

defparam pllo_inst.DYN_ODIVB_SEL = "FALSE"; 

defparam pllo_inst.ODIVB_SEL = 4; 

defparam pllo_inst.DYN_ODIVC_SEL = "FALSE"; 

defparam pllo_inst.ODIVC_SEL = 4; 

defparam pllo_inst.DYN_ODIVD_SEL = "FALSE"; 
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defparam pllo_inst.ODIVD_SEL = 4; 

defparam pllo_inst.CLKOUTA_EN = "TRUE"; 

defparam pllo_inst.CLKOUTB_EN = "FALSE"; 

defparam pllo_inst.CLKOUTC_EN = "FALSE"; 

defparam pllo_inst.CLKOUTD_EN = "FALSE"; 

defparam pllo_inst.DYN_DTA_SEL = "FALSE"; 

defparam pllo_inst.DYN_DTB_SEL = "FALSE"; 

defparam pllo_inst.CLKOUTA_DT_DIR = 1'b1; 

defparam pllo_inst.CLKOUTB_DT_DIR = 1'b1; 

defparam pllo_inst.CLKOUTA_DT_STEP = 0; 

defparam pllo_inst.CLKOUTB_DT_STEP = 0; 

defparam pllo_inst.CLKA_IN_SEL = 2'b00; 

defparam pllo_inst.CLKA_OUT_SEL = 1'b0; 

defparam pllo_inst.CLKB_IN_SEL = 2'b00; 

defparam pllo_inst.CLKB_OUT_SEL = 1'b0; 

defparam pllo_inst.CLKC_IN_SEL = 2'b00; 

defparam pllo_inst.CLKC_OUT_SEL = 1'b0; 

defparam pllo_inst.CLKD_IN_SEL = 2'b00; 

defparam pllo_inst.CLKD_OUT_SEL = 1'b0; 

defparam pllo_inst.CLKFB_SEL = "INTERNAL"; 

defparam pllo_inst.DYN_DPA_EN = "FALSE"; 

defparam pllo_inst.DYN_PSB_SEL = "FALSE"; 

defparam pllo_inst.DYN_PSC_SEL = "FALSE"; 

defparam pllo_inst.DYN_PSD_SEL = "FALSE"; 

defparam pllo_inst.PSB_COARSE = 1; 

defparam pllo_inst.PSB_FINE = 0; 

defparam pllo_inst.PSC_COARSE = 1; 

defparam pllo_inst.PSC_FINE = 0; 

defparam pllo_inst.PSD_COARSE = 1; 

defparam pllo_inst.PSD_FINE = 0; 

defparam pllo_inst.DTMS_ENB = "FALSE"; 

defparam pllo_inst.DTMS_ENC = "FALSE"; 

defparam pllo_inst.DTMS_END = "FALSE"; 

defparam pllo_inst.RESET_I_EN = "FALSE"; 

defparam pllo_inst.RESET_S_EN = "FALSE"; 
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defparam pllo_inst.DYN_ICP_SEL = "FALSE"; 

defparam pllo_inst.ICP_SEL = 5'bXXXXX; 

defparam pllo_inst.DYN_RES_SEL = "FALSE"; 

defparam pllo_inst.LPR_REF = 7'bXXXXXXX; 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT PLLO 

GENERIC ( 

        FCLKIN : STRING := "100.0"; 

        DYN_IDIV_SEL : STRING := "FALSE"; 

        IDIV_SEL : integer := 0; 

        DYN_FBDIV_SEL : STRING := "FALSE"; 

        FBDIV_SEL : integer := 0;         

        DYN_ODIVA_SEL : STRING := "FALSE"; 

        ODIVA_SEL : integer := 4;  

        DYN_ODIVB_SEL : STRING := "FALSE"; 

        ODIVB_SEL : integer := 4; 

        DYN_ODIVC_SEL : STRING := "FALSE"; 

        ODIVC_SEL : integer := 4; 

        DYN_ODIVD_SEL : STRING := "FALSE"; 

        ODIVD_SEL : integer := 4;       

        CLKOUTA_EN : STRING := "TRUE"; 

        CLKOUTB_EN : STRING := "TRUE"; 

        CLKOUTC_EN : STRING := "TRUE"; 

        CLKOUTD_EN : STRING := "TRUE"; 

         

        DYN_DTA_SEL : STRING := "FALSE"; 

        DYN_DTB_SEL : STRING := "FALSE"; 

        CLKOUTA_DT_DIR : bit := '1';  

        CLKOUTB_DT_DIR : bit := '1';  

        CLKOUTA_DT_STEP : integer := 0;  

        CLKOUTB_DT_STEP : integer := 0;  

        CLKA_IN_SEL  : bit_vector := "00"; 

        CLKA_OUT_SEL : bit := '0'; 

        CLKB_IN_SEL  : bit_vector := "00"; 

        CLKB_OUT_SEL : bit := '0'; 
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        CLKC_IN_SEL  : bit_vector := "00"; 

        CLKC_OUT_SEL : bit := '0'; 

        CLKD_IN_SEL  : bit_vector := "00"; 

        CLKD_OUT_SEL : bit := '0'; 

        CLKFB_SEL : STRING := "INTERNAL";  

        DYN_DPA_EN : STRING := "FALSE"; 

        DYN_PSB_SEL : STRING := "FALSE"; 

        DYN_PSC_SEL : STRING := "FALSE"; 

        DYN_PSD_SEL : STRING := "FALSE"; 

        PSB_COARSE : integer := 1;        

        PSB_FINE : integer := 0; 

        PSC_COARSE : integer := 1;         

        PSC_FINE : integer := 0; 

        PSD_COARSE : integer := 1;         

        PSD_FINE : integer := 0; 

        DTMS_ENB : STRING := "FALSE"; 

        DTMS_ENC : STRING := "FALSE"; 

        DTMS_END : STRING := "FALSE"; 

        RESET_I_EN : STRING := "FALSE"; 

        RESET_S_EN : STRING := "FALSE"; 

        DYN_ICP_SEL : STRING := "FALSE"; 

        ICP_SEL : std_logic_vector(4 downto 0) := "XXXXX"; 

        DYN_RES_SEL : STRING := "FALSE"; 

        LPR_REF : std_logic_vector(6 downto 0) := "XXXXXXX" 

); 

PORT ( 

    CLKIN : IN std_logic; 

    CLKFB : IN std_logic:='0'; 

    RESET,RESET_P : IN std_logic:='0'; 

    RESET_I,RESET_S : IN std_logic:='0'; 

    IDSEL,FBDSEL : IN std_logic_vector(5 downto 0); 

    ODSELA, ODSELB, ODSELC, ODSELD : IN 
std_logic_vector(6 downto 0); 

    DTA, DTB : IN std_logic_vector(3 downto 0); 

    ICPSEL : IN std_logic_vector(4 downto 0); 
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    LPFRES : IN std_logic_vector(2 downto 0); 

    PSSEL : IN std_logic_vector(1 downto 0); 

    PSDIR,PSPULSE : IN std_logic; 

    ENCLKA,ENCLKB,ENCLKC,ENCLKD : IN std_logic; 

    LOCK : OUT std_logic; 

    CLKOUTA : OUT std_logic; 

    CLKOUTB : OUT std_logic; 

    CLKOUTC : OUT std_logic; 

    CLKOUTD : OUT std_logic 

); 

END COMPONENT; 

uut:PLLO 

     GENERIC MAP( 

   FCLKIN : STRING => "100.0"; 

         DYN_IDIV_SEL =>"FALSE"; 

         IDIV_SEL => 0; 

        DYN_FBDIV_SEL=> "FALSE"; 

         FBDIV_SEL => 0;         

         DYN_ODIVA_SEL =>"FALSE"; 

         ODIVA_SEL => 4;  

         DYN_ODIVB_SEL=> "FALSE"; 

         ODIVB_SEL => 4; 

         DYN_ODIVC_SEL => "FALSE"; 

        ODIVC_SEL => 4; 

         DYN_ODIVD_SEL=> "FALSE"; 

         ODIVD_SEL => 4;       

         CLKOUTA_EN => "TRUE"; 

         CLKOUTB_EN => "TRUE"; 

         CLKOUTC_EN => "TRUE"; 

         CLKOUTD_EN =>"TRUE";         

         DYN_DTA_SEL =>"FALSE"; 

         DYN_DTB_SEL =>"FALSE"; 

         CLKOUTA_DT_DIR => '1';  

         CLKOUTB_DT_DIR => '1';  

         CLKOUTA_DT_STEP => 0;  
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         CLKOUTB_DT_STEP => 0;  

         CLKA_IN_SEL => "00"; 

         CLKA_OUT_SEL => '0'; 

         CLKB_IN_SEL => "00"; 

         CLKB_OUT_SEL => '0'; 

         CLKC_IN_SEL => "00"; 

         CLKC_OUT_SEL => '0'; 

         CLKD_IN_SEL => "00"; 

         CLKD_OUT_SEL => '0'; 

         CLKFB_SEL => "INTERNAL";  

         DYN_DPA_EN => "FALSE"; 

         DYN_PSB_SEL => "FALSE"; 

         DYN_PSC_SEL => "FALSE"; 

         DYN_PSD_SEL => "FALSE"; 

         PSA_COARSE => 0;         

         PSA_FINE => 0; 

         PSB_COARSE => 0;        

         PSB_FINE => 0; 

         PSC_COARSE => 0;         

         PSC_FINE => 0; 

         PSD_COARSE => 0;         

         PSD_FINE => 0; 

         DTMS_ENB => "FALSE"; 

         DTMS_ENC => "FALSE"; 

         DTMS_END => "FALSE"; 

         RESET_I_EN => "FALSE"; 

         RESET_S_EN => "FALSE"; 

         DYN_ICP_SEL => "FALSE"; 

         ICP_SEL => "XXXXX"; 

         DYN_RES_SEL => "FALSE"; 

         LPR_REF => "XXXXXXX" 

) 

      PORT MAP( 

LOCK=>lock, 

       CLKOUTA=> clkouta, 
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       CLKOUTB=>clkoutb, 

       CLKOUTC=>clkoutc, 

       CLKOUTD=>clkoutd, 

       CLKIN=>clkin, 

       CLKFB=>clkfb, 

       RESET=>reset, 

       RESET_P=>reset_p, 

       RESET_I=>reset_i, 

       RESET_S=>reset_s, 

       FBDSEL=>fbdsel, 

       IDSEL=>idsel, 

       ODSELA=>odsela, 

       ODSELB=>odselb, 

       ODSELC=>odselc, 

       ODSELD=>odseld, 

       DTA=>dta, 

       DTB=>dtb, 

       ICPSEL=>icpsel, 

       LPFRES=>lpfres, 

       PSSEL=>pssel, 

       PSDIR=>psdir, 

       PSPULSE=>pspulse, 

       ENCLKA=>enclka, 

       ENCLKB=>enclkb, 

       ENCLKC=>enclkc, 

       ENCLKD=>enclkd 

); 

5.3.2 IPの呼び出し 

IP Core Generatorのインターフェースで"PLLO"をクリックすると、右

側に PLLOの概要が表示されます。 

IPの構成 

IP Core Generatorインターフェースで"PLLO"をダブルクリックする

と、PLLOの"IP Customization"ウィンドウがポップアップします。この

ウィンドウには General構成タブ、Options構成タブ、およびポート図が

あります(図 5-10)。 
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図 5-10 PLLO IPの構成ウィンドウ 

 
  

1. General構成タブ 

General構成タブは、IPファイルの構成に使用されます。PLLVOの

General構成タブの使用は DQCEモジュールと同様であるので、

DQCEの General構成タブを参照してください。 

2. Options構成タブ 

Options構成タブは IPのカスタマイズに使用されます(図 5-10)。 

 "General"：IP Core構成のモードを設定します。一般モード

"General Mode"とアドバンスモード"Advanced Mode"がサポート

されます。一般モードでは、入力クロック周波数と出力クロック

周波数を入力すると、ソフトウェアが自動的に周波数分割係数を

計算します。アドバンスモードはアドバンスユーザーに適してお

り、アドバンスモードはでは、入力周波数と周波数分割係数を入

力して期待される出力を得ることができます。 

 Optional Port：出力位相とデューティサイクルの調整の動的モード

/静的モードの構成、PLLO出力クロックのイネーブルの構成を実

行します。 

- "PLL Phase And Duty Cycle Adjustment"：出力デューティサ

イクルおよび位相調整モードを構成します。動的調整

"Dynamic"および静的調整"Static"がサポートされます。 

- "Clock Enable Ports"：PLLOの出力クロックのポートを構成

します。 
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 CLKIN：PLLO入力クロックの周波数、分周パラメータなどを構成

します。 

- "Clock Frequency(周波数範囲)"：入力クロックの周波数を構

成します。その範囲は 3~400MHzです。 

- "Divide Factor"：アドバンスモードで分周パラメータを構成す

るために使用され、動的モード"Dynamic"と静的モード

"Static"をサポートします。静的モードでは分周パラメータ数

値(範囲は 1~64)を構成できます。CLKOUTの出力周波数が

deviceの推奨動作要件の範囲外にある場合、"Calculate"また

は"OK"をクリックするとエラーメッセージのウィンドウがポ

ップアップします。CLKIN/IDIVの出力周波数が deviceの推

奨動作要件の範囲外にある場合、"Calculate"または"OK"をク

リックするとエラーメッセージのウィンドウがポップアップ

します。 

- "VCO Frequency"：計算された VCOの周波数であり、読み出

し専用です。 

 CLKFB：PLLOフィードバッククロックのソースと周波数逓倍パ

ラメータを構成します。 

- フィードバッククロックのソース(Source)として Internalと

Externalを選択できます。 

- "Divide Factor"：アドバンスモードで周波数逓倍パラメータを

構成するために使用され、動的モード"Dynamic"と静的モード

"Static"をサポートします。静的モードでは周波数逓倍パラメ

ータの数値(範囲は 1~64)を構成できます。構成が不適切な場

合、"Calculate"ボタンまたは"OK"ボタンをクリックするとエ

ラーメッセージのウィンドウがポップアップします。 

 ICP and LPF 

- ICPSELオプションは、ICP電流を構成するために使用され、

動的調整"Dynamic"と静的調整"Static"をサポートします。静

的モードでは、ICPの値を ICP1~ICP32の範囲で指定でき、

デフォルトは Xであり、この場合、ソフトウェアが自動的に

計算して構成します。 

- LPFRESオプションは、ローパスフィルター抵抗を構成する

ために使用され、動的調整"Dynamic"と静的調整"Static"をサ

ポートします。静的モードでは、RESの値を R0~R7の範囲

で指定でき、デフォルトは Xであり、この場合、ソフトウェ

アが自動的に計算して構成します。 

 PLL Reset 

- "PLL Reset：チェックすると、PLLOのリセットが有効になり

ます。 
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- "PLL Power Down：チェックすると、RESET_Pポートを介

して PLLOをパワーダウンモードにします。 

- "CLKIN Divider Reset：RESET_Iのイネーブルを構成しま

す。 

- "CLKOUTB/CLKOUTC/CLKOUTD Divider Reset：RESET_S

のイネーブルを構成します。 

 Enable LOCK：チェックすると、LOCKポートがイネーブルされ

ます。 

 CLKOUTA： PLLOのチャネル A出力クロックの目的の周波数、

VCOパラメータ、出力クロックの微調整デューティサイクルパラ

メータを構成します。 

- "Bypass"：チェックすると、バイパス機能がイネーブルされ

ます。 

- "Enable CLKOUTA Divider"：VCOクロックのバイパス機能を

構成します。 

- "Expected Frequency(周波数範囲)"：一般モードで目的の出力

クロック CLKOUTAの周波数を構成します。非 bypassモー

ドでは、範囲は 3.125MHz~800MHzです。 

- "Tolerance(%)"：CLKOUTAの目的の周波数と算出された実際

の周波数の許容誤差を構成します。 

- "Actual Frequency"：算出された CLKOUTAの実際の出力周波

数を表示します。 

- "VCO Divide Factor"：アドバンスモードで VCOパラメータを

構成するために使用され、動的モード"Dynamic"と静的モード

"Static"をサポートします。静的モードでは分周パラメータの

数値(範囲は 1~128)を構成できます。構成が不適切な場合、

"Calculate"または"OK"をクリックするとエラーメッセージの

ウィンドウがポップアップします。 

- "Duty Trim"：デューティサイクルの微調整を構成するために

使用され、動的モード"Dynamic"と静的モード"Static"をサポ

ートします。静的モードの場合は"Rising"と"Falling"があり、

"Step"の値(0、1、2、4)を構成できます。 

 CLKOUTB：PLLOのチャネル B出力クロックの目的の周波数、

VCOパラメータ、出力クロックの微調整デューティサイクルパラ

メータ、位相、およびデューティサイクル調整パラメータを構成

します。 

- "Bypass"：チェックすると、バイパス機能がイネーブルされ

ます。 

- "Enable CLKOUTB Divider"：VCOクロックのバイパス機能を
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構成します。 

- "Expected Frequency(周波数範囲)"：一般モードで目的の出力

クロック CLKOUTBの周波数を構成します。非 bypassモー

ドでは、範囲は 3.125MHz~800MHzです。 

- "Tolerance(%)"：CLKOUTBの目的の周波数と算出された実際

の周波数の許容誤差を構成します。 

- "Actual Frequency"：算出された CLKOUTBの実際の出力周波

数を表示します。 

- "VCO Divide Factor"：アドバンスモードで VCOパラメータを

構成するために使用され、動的モード"Dynamic"と静的モード

"Static"をサポートします。静的モードでは分周パラメータの

数値(範囲は 1~128)を構成できます。構成が不適切な場合、

"Calculate"または"OK"をクリックするとエラーメッセージの

ウィンドウがポップアップします。 

- "Duty Trim"：デューティサイクルの微調整を構成するために

使用され、動的モード"Dynamic"と静的モード"Static"をサポ

ートします。静的モードの場合は"Rising"と"Falling"があり、

"Step"の値(0、1、2、4)を構成できます。 

- "Phase(degree)"：位相(度)の調整を構成するために使用さ

れ、動的モード"Dynamic"および静的モード"Static"をサポー

トします。静的モードでは位相(度)を指定できます。 

- "DutyCycle"：デューティサイクルを構成するために使用さ

れ、動的モード"Dynamic"と静的モード"Static"をサポートし

ます。静的モードの場合は 50％です。デューティサイクルの

動的調整は、位相の調整と動的 DPA調整によって実現されま

す。 

 CLKOUTC：PLLOのチャネル C出力クロックの目的の周波数、

VCOパラメータ、位相、およびデューティサイクル調整パラメー

タを構成します。 

- "Bypass"：チェックすると、バイパス機能がイネーブルされ

ます。 

- "Enable CLKOUTC Divider"：VCOクロックのバイパス機能を

構成します。 

- "Expected Frequency(周波数範囲)"：一般モードで目的の出力

クロック CLKOUTCの周波数を構成します。非 bypassモー

ドでは、範囲は 3.125MHz~800MHzです。 

- "Tolerance(%)"：CLKOUTBの目的の周波数と算出された実際

の周波数の許容誤差を構成します。 

- "Actual Frequency"：算出された CLKOUTCの実際の出力周波
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数を表示します。 

- "VCO Divide Factor"：アドバンスモードで VCOパラメータを

構成するために使用され、動的モード"Dynamic"と静的モード

"Static"をサポートします。静的モードでは分周パラメータの

数値(範囲は 1~128)を構成できます。構成が不適切な場合、

"Calculate"または"OK"をクリックするとエラーメッセージの

ウィンドウがポップアップします。 

-  "Phase(degree)"：位相(度)の調整を構成するために使用さ

れ、動的モード"Dynamic"および静的モード"Static"をサポー

トします。静的モードでは位相(度)を指定できます。 

- "DutyCycle"：デューティサイクルを構成するために使用さ

れ、動的モード"Dynamic"と静的モード"Static"をサポートし

ます。静的モードの場合は 50％です。デューティサイクルの

動的調整は、位相の調整と動的 DPA調整によって実現されま

す。 

 CLKOUTD：PLLOのチャネル D出力クロックの目的の周波数、

VCOパラメータ、位相、およびデューティサイクル調整パラメー

タを構成します。 

- "Bypass"：チェックすると、バイパス機能がイネーブルされ

ます。 

- "Enable CLKOUTD Divider"：VCOクロックのバイパス機能を

構成します。 

- "Expected Frequency(周波数範囲)"：一般モードで目的の出力

クロック CLKOUTDの周波数を構成します。非 bypassモー

ドでは、範囲は 3.125MHz~800MHzです。 

- "Tolerance(%)"：CLKOUTDの目的の周波数と算出された実際

の周波数の許容誤差を構成します。 

- "Actual Frequency"：算出された CLKOUTDの実際の出力周波

数を表示します。 

- "VCO Divide Factor"：アドバンスモードで VCOパラメータを

構成するために使用され、動的モード"Dynamic"と静的モード

"Static"をサポートします。静的モードでは分周パラメータの

数値(範囲は 1~128)を構成できます。構成が不適切な場合、

"Calculate"または"OK"をクリックするとエラーメッセージの

ウィンドウがポップアップします。 

-  "Phase(degree)"：位相(度)の調整を構成するために使用さ

れ、動的モード"Dynamic"および静的モード"Static"をサポー

トします。静的モードでは位相(度)を指定できます。 

- "DutyCycle"：デューティサイクルを構成するために使用さ

れ、動的モード"Dynamic"と静的モード"Static"をサポートし
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ます。静的モードの場合は 50％です。デューティサイクルの

動的調整は、位相の調整と動的 DPA調整によって実現されま

す。 

 Calculate：現在の構成が適切か計算します。 

- 一般モード"General Mode"で、構成された分周パラメータ、

周波数逓倍パラメータ、および VCOパラメータが適切か計算

します。算出された実際の周波数が目的の周波数と同じでな

い場合、"Calculate"ボタンをクリックすると"error"ウィンドウ

がポップアップします。 

- アドバンスモード"Advanced Mode"で、構成された静的分周

パラメータ、周波数逓倍パラメータ、VCOパラメータが適切

か計算します。適切でない場合は、"Calculate"をクリックす

ると"error"メッセージが表示されます。構成が正しい場合

は、"Calculate"をクリックすると、構成が成功したことを示

す"info"ウィンドウが表示されます。 

3. ポート図 

ポート図は、IP Coreの構成結果を表示します。入力・出力ポートの

数は Options構成に従ってリアルタイムで更新されます(図 5-10)。 

生成されるファイル 

IPの構成が完了したら、構成ファイルの"File Name"によって命名され

た 3つのファイルが生成されます： 

 "gowin_pllo.v"は完全な verilogモジュールです。 

 gowin_pllo_tmp.vは IPのテンプレートファイルです。 

 gowin_pllo.ipcは IPの構成ファイルです。 

注記： 

VHDLが設計の言語として選択されている場合、生成される最初の 2つのファイル名の

サフィックスは.vhdになります。 

5.4 DLLDLY 

5.4.1 プリミティブの紹介 

クロック遅延モジュールとして、DLLDLYは DLLSTEP信号に基づきク

ロックを遅延して出力します。 

機能の説明 

DLLDLYは、DLLSTEPに従って対応する遅延を生成します。これによ

って CLKINに基づいた遅延出力が実現されます。DLLSTEPの遅延ステ

ップサイズは、約 30ps (GW1N(X) FPGA)または約 18ps (GW2A(X) 

FPGA)です。 
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ポート図 

図 5-11 DLLDLYのポート図 
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ポートの説明 

表 5-20 DLLDLYのポートの説明 

ポート名 I/O 説明 

CLKOUT 出力 クロック出力信号 

FLAG 出力 
動的遅延調整の under-flowまたは

over-flowを示す出力フラグ。 

DLLSTEP[7:0] 入力 遅延ステップ入力 

CLKIN 入力 クロック入力信号 

DIR 入力 

遅延の動的調整の方向を設定します 

0: 遅延を増やします 

1: 遅延を減らします 

LOADN 入力 

遅延ステップのロードの制御 

0: 遅延ステップをロードします。 

1: 遅延を動的に調整します。 

MOVE 入力 

MOVEの立ち下がりエッジで遅延を動

的に調整し、パルスごとに 1遅延ステ

ップ移動します 

 

パラメータの説明 

表 5-21 DLLDLYのパラメータの説明 

パラメータ

名 

パラメー

タのタイ

プ 

値の範囲 
デフォル

ト値 
説明 

DLL_INSEL Integer 1'b1 1'b1 
1'b1: ノーマルモード。DLLDLY

遅延モジュールを使用します。 

DLY_SIGN String 1'b0,1'b1 1'b0 

遅延調整の符号を設定します： 

1'b0:'+' 

1'b1: '-' 

DLY_ADJ Integer 0~255 0 遅延調整を設定します： 
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パラメータ

名 

パラメー

タのタイ

プ 

値の範囲 
デフォル

ト値 
説明 

dly_sign=0 

DLY_ADJ;  

dly_sign=1 

-256+ DLY_ADJ  

 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成

できます。 

Verilogでのインスタンス化： 

DLLDLY dlldly_0 ( 

 .CLKIN(clkin), 

 .DLLSTEP(step[7:0]), 

 .DIR(dir), 

 .LOADN(loadn), 

 .MOVE(move), 

 .CLKOUT(clkout), 

 .FLAG(flag)   

); 

defparam dlldly_0.DLL_INSEL=1'b1; 

defparam dlldly_0.DLY_SIGN=1'b1; 

defparam dlldly_0.DLY_ADJ=0; 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT DLLDLY 

       GENERIC( 

DLL_INSEL:bit:='0'; 

DLY_SIGN:bit:='0'; 

LY_ADJ:integer:=0 

); 

           PORT(  

DLLSTEP:IN std_logic_vector(7 downto 0); 

CLKIN:IN std_logic; 

DIR,LOADN,MOVE:IN std_logic; 

CLKOUT:OUT std_logic; 
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FLAG:OUT std_logic 

); 

END COMPONENT; 

uut:DLLDLY 

GENERIC MAP( 

DLL_INSEL=>'1', 

DLY_SIGN=>'0', 

LY_ADJ=>0 

) 

   PORT MAP( 

         DLLSTEP=>step, 

         CLKIN=>clkin, 

         DIR=>dir, 

         LOADN=>loadn, 

         MOVE=>move, 

         CLKOUT=>clkout, 

         FLAG=>flag 

   ); 

5.4.2 IPの呼び出し 

IP Core Generatorのインターフェースで DLLDLYをクリックすると、

右側に DLLDLYの概要が表示されます。 

IPの構成 

IP Core Generatorインターフェースで"DLLDLY"をダブルクリックする

と、"IP Customization"ウィンドウがポップアップします。このウィンド

ウには、General構成タブ、Options構成タブ、およびポート図がありま

す(図 5-12)。 
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図 5-12 DLLDLY IPの構成ウィンドウ 

 

 

1. General構成タブ 

General構成タブは、IPファイルの構成に使用されます。DLLDLYの

General構成タブの使用は DQCEモジュールと同様であるので、

DQCEの General構成タブを参照してください。 

2. Options構成タブ 

Options構成タブは IPのカスタマイズに使用されます(図 5-12)。 

 Delay Sign：遅延調整の符号を設定します。 

 Adjustment Scale：調整のスケールを設定します。 

3. ポート図 

ポート図は、IP Coreの構成結果を表示します(図 5-12)。 

生成されるファイル 

IPの構成が完了したら、構成ファイルの"File Name"によって命名され

た 3つのファイルが生成されます： 

 "gowin_dlldly.v"は完全な verilogモジュールです。 

 gowin_dlldly_tmp.vは IPのテンプレートファイルです。 

 gowin_dlldly.ipcは IPの構成ファイルです。 

注記： 

VHDLが設計の言語として選択されている場合、生成される最初の 2つのファイル名の

サフィックスは.vhdになります。 



5システムクロック 5.5 CLKDIV 

 

UG286-1.9.8J 84(108) 

 

5.5 CLKDIV 

5.5.1 プリミティブの紹介 

CLKDIVは、クロック周波数を調整するクロック分周器です。 

機能の説明 

CLKDIVは、入力クロックと位相が一致し、IOロジックに使用される

分周クロックを生成する高速クロック分周モジュールです。GW1N-1S、

GW1NS-4、GW1NS-4C、GW1NSR-4、GW1NSR-4C、GW1NSER-4C、

GW1N-9、GW1N-9C、GW1NR-9、GW1NR-9C、GW1N-2、GW1N-

1P5、GW1N-2B、GW1N-1P5B、GW1NR-2、および GW1NR-2Bは、

2/3.5/4/5/8分周をサポートし、その他デバイスは 2/3.5/4/5分周をサポー

トします。 

ポート図 

図 5-13 CLKDIVのポート図 
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ポートの説明 

表 5-22 CLKDIVのポートの説明 

ポート名 I/O 説明 

HCLKIN 入力 クロック入力信号 

RESETN 入力 
非同期リセット信号、アクティブ

Low。 

CALIB 入力 
CALIB入力。クロック出力を調整し

ます。 

CLKOUT 出力 クロック出力信号 

 

CALIB信号は、IOLOGICの CALIBと併用することができます。その機

能は次のとおりです。 

 2分周の場合、2立ち下がりエッジごとに 180度の位相を調整し、2

回の調整で 1サイクルとします。 

 3.5分周の場合、1立ち下がりエッジごとに約 102.8度の位相を調整

し、7回の調整で 1サイクルとします。 

 4分周の場合、2立ち下がりエッジごとに 90度の位相を調整し、4回

の調整で 1サイクルとします。 
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 5分周の場合、2立ち下がりエッジごとに約 72度の位相を調整し、5

回の調整で 1サイクルとします。 

 8分周の場合、2立ち下がりエッジごとに約 45度の位相を調整し、8

回の調整で 1サイクルとします。 

パラメータの説明 

表 5-23 CLKDIVのパラメータの説明 

パラメータ名 値の範囲 デフォルト値 説明 

DIV_MODE 2, 3.5, 4, 5 (8) 2 
クロックの分周係数を設

定します。 

GSREN "false", "true" "false" 
グローバルリセット

GSRを有効にします 

 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成

できます。 

Verilogでのインスタンス化： 

CLKDIV clkdiv_inst ( 

.HCLKIN(hclkin), 

.RESETN(resetn), 

.CALIB(calib), 

.CLKOUT(clkout) 

); 

defparam clkdiv_inst.DIV_MODE="3.5"; 

defparam clkdiv_inst.GSREN="false"; 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT CLKDIV 

       GENERIC( 

DIV_MODE:STRING:="2"; 

GSREN:STRING:="false" 

); 

         PORT( 

HCLKIN:IN std_logic; 

RESETN:IN std_logic; 

CALIB:IN std_logic; 

CLKOUT:OUT std_logic 

); 
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END CONPONENT; 

   uut:CLKDIV 

       GENERIC MAP( 

DIV_MODE=>"2", 

GSREN=>"false" 

) 

       PORT MAP( 

HCLKIN=>hclkin, 

RESETN=>resetn, 

CALIB=>calib, 

CLKOUT=>clkout 

); 

5.5.2 IPの呼び出し 

IP Core Generatorのインターフェースで CLKDIVをクリックすると、

右側に CLKDIVの概要が表示されます。 

IPの構成 

IP Core Generatorインターフェースで"CLKDIV"をダブルクリックする

と、"IP Customization"ウィンドウがポップアップします。このウィンド

ウには、General構成タブ、Options構成タブ、およびポート図がありま

す(図 5-14)。 
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図 5-14 CLKDIV IPの構成ウィンドウ 

 

 

1. General構成タブ 

General構成タブは、IPファイルの構成に使用されます。CLKDIVの

General構成タブの使用は DQCEモジュールと同様であるので、

DQCEの General構成タブを参照してください。 

2. Options構成タブ 

Options構成タブは IPのカスタマイズに使用されます(図 5-14)。 

 Division Factor：除算係数。 

 Calibration：校正クロックのイネーブルオプション。 

3. ポート図 

ポート図は、IP Coreの構成結果を表示します(図 5-14)。 
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生成されるファイル 

IPの構成が完了したら、構成ファイルの"File Name"によって命名され

た 3つのファイルが生成されます： 

 "gowin_clkdiv.v"は完全な verilogモジュールです。 

 "gowin_clkdiv_tmp.v"は IPのテンプレートファイルです。 

 "gowin_clkdiv.ipc"は IPの構成ファイルです。 

注記： 

VHDLが設計の言語として選択されている場合、生成される最初の 2つのファイル名の

サフィックスは.vhdになります。 

5.6 CLKDIVG 

5.6.1 プリミティブの紹介 

CLKDIVGは、クロック周波数を調整するクロック分周器です。 

サポートされるデバイス 

表 5-24 CLKDIVG対応デバイス 

ファミリー シリーズ デバイス 

LittleBee 
GW1N 

GW1N-2, GW1N-1P5, GW1N-
2B, GW1N-1P5B 

GW1NR GW1NR-2, GW1NR-2B 

Arora GW2AN GW2AN-18X, GW2AN-9X 

 

機能の説明 

CLKDIVGは、入力クロックと位相が一致する分周クロックを生成する

クロック分周モジュールです。CLKDIVGは 1つのみあり、その位置は固

定されており、その入力信号は固定の IOから供給されます。その機能は

CLKDIVと同じです。 

ポート図 

図 5-15 CLKDIVGのポート図 
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ポートの説明 

表 5-25 CLKDIVGのポートの説明 

ポート名 I/O 説明 

CLKIN 入力 クロック入力信号 

RESETN 入力 
非同期リセット信号、アクティブ

Low。 

CALIB 入力 
CALIB入力。クロック出力を調整

します。 

CLKOUT 出力 クロック出力信号 

 

CALIB信号は、IOLOGICの CALIBと併用することができます。その機

能については、5.5 CLKDIVを参照してください。 

パラメータの説明 

表 5-26 CLKDIVGのパラメータの説明 

パラメータ名 値の範囲 デフォルト値 説明 

DIV_MODE 2, 3.5, 4, 5, 8 2 
クロックの分周係数を設定

します。 

GSREN "false", "true" "false" 
グローバルリセット GSR

を有効にします 

 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成

できます。 

Verilogでのインスタンス化： 

CLKDIVG CLKDIVG_inst ( 

.CLKIN(clkin), 

.RESETN(resetn), 

.CALIB(calib), 

.CLKOUT(clkout) 

); 

defparam CLKDIVG_inst.DIV_MODE="2"; 

defparam CLKDIVG_inst.GSREN="false"; 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT CLKDIVG 

       GENERIC( 

DIV_MODE:STRING:="2"; 

GSREN:STRING:="false" 



5システムクロック 5.6 CLKDIVG 

 

UG286-1.9.8J 90(108) 

 

); 

          PORT( 

CLKIN:IN std_logic; 

RESETN:IN std_logic; 

CALIB:IN std_logic; 

CLKOUT:OUT std_logic 

); 

END CONPONENT; 

   uut:CLKDIVG 

       GENERIC MAP( 

DIV_MODE=>"2", 

GSREN=>"false" 

) 

        PORT MAP( 

CLKIN=>clkin, 

RESETN=>resetn, 

CALIB=>calib, 

CLKOUT=>clkout 

); 

5.6.2 IPの呼び出し 

IP Core Generatorのインターフェースで CLKDIVGをクリックする

と、右側に CLKDIVGの概要が表示されます。 

IPの構成 

IP Core Generatorインターフェースで"CLKDIVG"をダブルクリックす

ると、"IP Customization"ウィンドウがポップアップします。このウィン

ドウには、General構成タブ、Options構成タブ、およびポート図があり

ます(図 5-16)。 



5システムクロック 5.6 CLKDIVG 

 

UG286-1.9.8J 91(108) 

 

図 5-16 CLKDIVG IPの構成ウィンドウ 

   

 

1. General構成タブ 

General構成タブは、IPファイルの構成に使用されます。 

CLKDIVGの General構成タブの使用は DQCEモジュールと同様であ

るので、DQCEの General構成タブを参照してください。 

2. Options構成タブ 

Options構成タブは IPのカスタマイズに使用されます(図 5-16)。 

 Division Factor：除算係数。 

 Calibration：校正クロックのイネーブルオプション。 

3. ポート図 

ポート図は、IP Coreの構成結果を表示します(図 5-16)。 

生成されるファイル 

IPの構成が完了したら、構成ファイルの"File Name"によって命名さ

れた 3つのファイルが生成されます： 

 "gowin_clkdivg.v"は完全な verilogモジュールです。 

 gowin_ clkdivg _tmp.vは IPのテンプレートファイルです。 

 "gowin_ clkdivg.ipc"は IPの構成ファイルです。 

注記： 

VHDLが設計の言語として選択されている場合、生成される最初の 2つのファイル名の

サフィックスは.vhdになります。 
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5.7 DQS 

5.7.1 プリミティブの紹介 

DQSは DDRメモリインターフェースの双方向データストローブ回路

です。 

サポートされるデバイス 

表 5-27 DQS対応デバイス 

ファミリー シリーズ デバイス 

Arora 

GW2A GW2A-18, GW2A-18C, GW2A-55, GW2A-55C 

GW2AN GW2AN-55C, GW2AN-18X, GW2AN-9X 

GW2AR GW2AR-18, GW2AR-18C 

GW2ANR GW2ANR-18C 

 

機能の説明 

DQSは、主に DQSINと DQSR90、DQSW0と DQSW270の信号間の

位相関係の調整、および書き込みレベリングと読み出しのキャリブレーシ

ョンに使用される、メモリコントローラ IPのキーコンポーネントです。 

ポート図 

図 5-17 DQSのポート図 
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ポートの説明 

表 5-28 DQSのポートの説明 

ポート名 I/O 説明 

DLLSTEP[7:0] 入力 DQS遅延ステップ制御入力 

DQSIN 入力 IO PADからの DQS入力 

FCLK 入力 
2つの異なる FCLKクロックツリーの出力から得る

高速クロック 

HOLD 入力 

DQS書き込みに使用の場合、関連する信号の書き込

みを停止して出力クロックに同期させるために使用

されます。DQS読み出しに使用の場合、FIFOカウ

ンターをリセットするために使用されます。 

PCLK 入力 PCLKクロックツリーからのプライマリクロック 

RDIR 入力 

DDR読み出しの遅延方向を調整します 

"0"：遅延を増やします 

"1"：遅延を減らします 

RLOADN 入力 
DDR読み出しの最終遅延ステップを初期化します。

アクティブ Low 

RMOVE 入力 

RMOVEが立ち下がりエッジのときに DDR読み出し

の遅延ステップを変更します。パルスごとに 1回変

更します 

WDIR 入力 

DDR書き込みの遅延方向を調整します 

"0"：遅延を増やします 

"1"：遅延を減らします 

WLOADN 入力 
DDR書き込みの最終遅延ステップを初期化します。

アクティブ Low 

WMOVE 入力 

WMOVEが立ち下がりエッジのときに DDR書き込

みの遅延ステップを変更します。パルスごとに 1回

変更します 

WSTEP[7:0] 入力 DDR書き込みレベリング遅延制御に使用されます 

READ[3:0] 入力 DDR読み出しモードに使用される READ信号 

RCLKSEL[2:0] 入力 読み出しクロックソースの選択と極性制御 

RESET 入力 DQSリセット入力、アクティブ High 

RPOINT[2:0] 出力 

IOLOGICの RADDRに作用する、または配線により

ユーザーロジックに作用する FIFO読み出しポイン

ター 

WPOINT[2:0] 出力 

IOLOGICのWADDRに作用する、または配線により

ユーザーロジックに作用する FIFO書き込みポイン

ター 

DQSW0 出力 

IOLOGICの TCLKに作用する、または配線によりユ

ーザーロジックに作用する PCLK/FCLK 0°位相シフ

ト出力。 
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ポート名 I/O 説明 

DQSW270 出力 

IOLOGICの TCLKに作用する、または配線によりユ

ーザーロジックに作用する PCLK/FCLK 270°位相シ

フト出力。 

DQSR90 出力 

IOLOGICの ICLKに作用する、または配線によりユ

ーザーロジックに作用する DQSI 90°位相シフト

出力。 

RFLAG 出力 
読み出し遅延調整の under-flowまたは over-flowを

示す READ遅延調整出力フラグ 

WFLAG 出力 
書き込み遅延調整の under-flowまたは over-flowを

示すWRITE遅延調整出力フラグ 

RVALID 出力 READモードのデータ有効フラグ 

RBURST 出力 READバースト検出出力 

 

パラメータの説明 

表 5-29 DQSのパラメータの説明 

パラメータ名 値の範囲 
デフォ

ルト値 
説明 

FIFO_MODE_SE
L 

1'b0 , 1'b1 1'b0 

FIFOモードの選択 

1'b0: DDR memoryモード 

1'b1: GDDRモード 

RD_PNTR 

"000", "001", 
"010", "011", 
"100", "101", 
"110", "111" 

3'b000 
FIFO読み出しポインターの設

定 

DQS_MODE 

"X1", 
"X2_DDR2", 
"X2_DDR3", 
"X4", 
"X2_DDR3_EXT
" 

"X1" DQSモードの選択 

HWL "false", "true" "false" 

update0/1のタイミング関係の

制御 

"false": update1は update0よ

り 1サイクル先です。 

"true": update1と update0の

タイミングは同じです。 

GSREN "false", "true" "false" 
グローバルリセット GSRを有

効にします 

 

接続ルール 

 DQSIの入力 DQSIは IO PADからのものです。 

 DQSの出力 RPOINTは、IOLOGICの RADDRに接続するか、ユーザ
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ーロジックに作用できます。 

 DQSの出力WPOINTは、IOLOGICのWADDRに接続するか、ユー

ザーロジックに作用できます。 

 DQSの出力 DQSR90は、IOLOGICの ICLKに接続するか、ユーザー

ロジックに作用できます。 

 DQSの出力 DQSW0/DQSW270は、IOLOGICの TCLKに接続する

か、ユーザーロジックに作用できます。 

プリミティブのインスタンス化 

Verilogでのインスタンス化： 

DQS uut ( 

.DQSIN(dqs), 

.PCLK(pclk), 

.FCLK(fclk), 

.RESET(reset), 

.READ(read), 

.RCLKSEL(rsel), 

.DLLSTEP(step), 

.WSTEP(wstep), 

.RLOADN(1'b0), 

.RMOVE(1'b0), 

.RDIR(1'b0), 

.WLOADN(1'b0), 

.WMOVE(1'b0), 

.WDIR(1'b0), 

.HOLD(hold), 

.DQSR90(dqsr90), 

.DQSW0(dqsw0), 

.DQSW270(dqsw270), 

.RPOINT(rpoint), 

.WPOINT(wpoint), 

.RVALID(rvalid), 

.RBURST(rburst), 

.RFLAG(rflag), 

.WFLAG(wflag) 

); 
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defparam uut.DQS_MODE = "X1"; 

defparam uut.FIFO_MODE_SEL = 1'b0; 

defparam uut.RD_PNTR = 3'b001;  

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT DQS 

     GENERIC( 

FIFO_MODE_SEL:bit:='0'; 

RD_PNTR : bit_vector:="000"; 

DQS_MODE:string:="X1"; 

HWL:string:="false"; 

GSREN : string:="false" 

); 

     PORT( 

DQSIN,PCLK,FCLK,RESET:IN std_logic; 

READ:IN std_logic_vector(3 downto 0); 

RCLKSEL:IN std_logic_vector(2 downto 0); 

DLLSTEP,WSTEP:IN std_logic_vector(7 downto 0); 

RLOADN,RMOVE,RDIR,HOLD:IN std_logic; 

WLOADN,WMOVE,WDIR:IN std_logic; 

DQSR90,DQSW0,DQSW270:OUT std_logic; 

RPOINT, WPOINT:OUT std_logic_vector(2 downto 0); 

RVALID,RBURST,RFLAG,WFLAG:OUT std_logic 

); 

END COMPONENT; 

uut:DQS 

GENERIC MAP( 

FIFO_MODE_SEL=>'0', 

RD_PNTR=>"000", 

DQS_MODE=>"X1", 

HWL=>"false", 

GSREN=>"false" 

) 

      PORT MAP( 

DQSIN=>dqsin, 

PCLK=>pclk, 
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FCLK=>fclk, 

RESET=>reset, 

READ=>read, 

RCLKSEL=>rclksel, 

DLLSTEP=>step, 

WSTEP=>wstep, 

RLOADN=>rloadn, 

RMOVE=>rmove,  

RDIR=>rdir, 

HOLD=>hold, 

WLOADN=>wloadn,  

WMOVE=>wmove, 

WDIR=>wdir, 

DQSR90=>dqsr90,  

DQSW0=>dqsw0,  

DQSW270=>dqsw270, 

RPOINT=>rpoint, 

WPOINT=>wpoint, 

RVALID=>rvalid, 

RBURST=>rburst, 

RFLAG=>rflag, 

WFLAG=>wflag 

);
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6オシレータ 

6.1 プリミティブの紹介 

6.1.1 OSC 

OSCはオンチップオシレータです。 

サポートされるデバイス 

表 6-1 OSC対応デバイス 

ファミリー シリーズ デバイス 

Arora 

GW2A GW2A-18, GW2A-18C, GW2A-55, GW2A-55C 

GW2AN GW2AN-55C 

GW2AR GW2AR-18, GW2AR-18C 

GW2ANR GW2ANR-18C 

LittleBee® 

GW1N 
GW1N-4, GW1N-4B, GW1N-4D, GW1N-9, GW1N-
9C 

GW1NR 
GW1NR-4, GW1NR-4B, GW1NR-4D, GW1NR-9, 
GW1NR-9C 

GW1NRF GW1NRF-4B 

 

機能の説明 

GOWIN FPGAに含まれるプログラマブルなオンチップオシレータは、

MSPIコンフィギュレーションモードまたはユーザーデザイン用のクロッ

クソースとして使用できます。 動作パラメータの設定により、最大 64

のクロック周波数を取得できます。 

出力クロック周波数は以下の式で計算できます。 

𝑓𝐶𝐿𝐾𝑂𝑈𝑇 = 𝑓𝑜𝑠𝑐/FREQ_DIV； 

ここで、𝑓𝑜𝑠𝑐は OSCの発振周波数で、除数 FREQ_DIVは設定されるパ

ラメータ(2〜128の偶数)です。 

注記： 

𝑓𝑜𝑠𝑐はデバイスにより異なります。GW1N-4，GW1NR-4，GW1N-4B，GW1NR-4B，

GW1NRF-4B，GW1N-4D，GW1NR-4Dデバイスは 210MHzをサポートし、その他のデ
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バイスは 250MHzをサポートします。 

ポート図 

図 6-1 OSCのポート図 

OSCOUTOSC 

 

 

ポートの説明 

表 6-2 OSCのポートの説明 

ポート名 I/O 説明 

OSCOUT 出力 OSCの出力 

 

パラメータの説明 

表 6-3 OSCのパラメータの説明 

パラメータ名 値の範囲 デフォルト値 説明 

FREQ_DIV 2~128の偶数 100 
OSC分周係数の

設定 

DEVICE 

"GW1N-4", 

"GW1N-4B", 

"GW1N-4D", 

"GW1NR-4", 

"GW1NR-4B", 

"GW1NR-4D", 

"GW1NRF-4B", 

"GW1N-9", 

"GW1N-9C", 

"GW1NR-9", 

"GW1NR-9C", 

"GW2A-18", 

"GW2AR-18", 

"GW2A-55", 

"GW2A-55C", 

"GW2AN-55C" 

"GW1N-4"(LittleBeeフ

ァミリー) 

"GW2A-18"(Aroraファ

ミリー) 

デバイスの選択 

 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成

できます。 

Verilogでのインスタンス化： 

OSC uut( 

.OSCOUT(oscout) 
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); 

defparam uut.FREQ_DIV=100; 

defparam uut.DEVICE="GW2A-18"; 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT OSC 

      GENERIC( 

FREQ_DIV:integer:=100; 

DEVICE:string:="GW2A-18" 

); 

        PORT(OSCOUT:OUT STD_LOGIC); 

END COMPONENT; 

uut:OSC 

      GENERIC MAP( 

FREQ_DIV=>100, 

DEVICE=>"GW2A-18" 

) 

    PORT MAP(OSCOUT=>oscout); 

6.1.2 OSCZ 

OSCZは、OSCを動的にシャットダウンできるオンチップオシレータ

です。 

サポートされるデバイス 

表 6-4 OSCZ対応デバイス 

ファミリー シリーズ デバイス 

LittleBee® 

ファミリー 

GW1NS GW1NS-4, GW1NS-4C 

GW1NSR GW1NSR-4, GW1NSR-4C 

GW1NSER GW1NSER-4C 

GW1NZ GW1NZ-1, GW1NZ-1C 

 

機能の説明 

GW1NZなどのシリーズの FPGA製品には、OSC機能を動的にオン/オ

フできる、±5％のクロック精度のプログラム可能なオンチップオシレー

タが備わっています。このオンチップオシレータは、MSPIコンフィギュ

レーションモードまたはユーザーデザイン用のクロックソースとして使用

できます。 動作パラメータの設定により、最大 64のクロック周波数を

取得できます。出力クロック周波数は、次の式により算出されます。 

𝑓𝐶𝐿𝐾𝑂𝑈𝑇 = 𝑓
𝑜𝑠𝑐𝑧

/FREQ_DIV； 
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ここで、𝑓𝑜𝑠𝑐𝑧は OSCZの発振周波数で、除数 FREQ_DIVは設定される

パラメータ(2〜128の偶数)です。 

注記： 

𝑓𝑜𝑠𝑐𝑧はデバイスおよびスピードグレードにより異なります。GW1NS-4/GW1NS-

4C/GW1NSR-4/GW1NSR-4C/GW1NSER-4Cデバイスの C7スピードグレードは

260MHzをサポートし、その他のサポートされるデバイスおよびスピードグレード

は 250MHzをサポートします。 

ポート図 

図 6-2 OSCZのポート図 

OSCZOSCEN OSCOUT

 

 

ポートの説明 

表 6-5 OSCZのポートの説明 

ポート名 I/O 説明 

OSCEN 入力 
OSCイネーブル信号、アクティブ
High 

OSCOUT 出力 OSCクロック出力信号 

 

パラメータの説明 

表 6-6 OSCZのパラメータの説明 

パラメータ名 値の範囲 デフォルト値 説明 

FREQ_DIV 2~128の偶数 100 OSC分周係数の設定 

S_RATE "SLOW", "FAST" "SLOW" 

GWINS-4デバイス C7

スピードグレードの場

合は"FAST"、その他の

場合は"SLOW"に設定

してください。 

 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成

できます。 

Verilogでのインスタンス化： 

OSCZ uut( 

.OSCOUT(oscout), 

.OSCEN(oscen) 

); 
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defparam uut.FREQ_DIV=100; 

defparam uut.S_RATE="SLOW"; 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT OSCZ 

      GENERIC( 

FREQ_DIV:integer:=100, 

S_RATE:string:="SLOW" 

); 

        PORT( 

       OSCOUT:OUT STD_LOGIC; 

       OSCEN:IN std_logic 

      ); 

END COMPONENT; 

uut:OSCZ 

      GENERIC MAP( 

FREQ_DIV=>100, 

S_RATE=>"SLOW" 

) 

    PORT MAP( 

     OSCOUT=>oscout, 

OSCEN(oscen) 

     ); 

6.1.3 OSCH 

OSCHはオンチップオシレータです。 

サポートされるデバイス 

表 6-7 OSCH対応デバイス 

ファミリー シリーズ デバイス 

LittleBee® 
GW1N GW1N-1, GW1N-1S 

GW1NR GW1NR-1 

 

機能の説明 

このプログラマブルなオンチップオシレータ OSCHは、MSPIコンフ

ィギュレーションモードまたはユーザーデザイン用のクロックソースとし

て使用できます。 動作パラメータの設定により、最大 64のクロック周

波数を取得できます。出力クロック周波数は、次の式により算出されま

す。 
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𝑓𝐶𝐿𝐾𝑂𝑈𝑇 = 240𝑀𝐻𝑧/FREQ_DIV； 

"FREQ_DIV"は 2~128の偶数のパラメータです。 

ポート図 

図 6-3 OSCHのポート図 

OSCOUTOSCH

 

ポートの説明 

表 6-8 OSCHのポートの説明 

ポート名 I/O 説明 

OSCOUT 出力 OSCクロック出力信号 

 

パラメータの説明 

表 6-9 OSCHのパラメータの説明 

パラメータ名 値の範囲 デフォルト値 説明 

FREQ_DIV 2~128の偶数 100 OSC分周係数の設定 

 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成

できます。 

Verilogでのインスタンス化： 

OSCH uut( 

.OSCOUT(oscout) 

); 

defparam uut.FREQ_DIV=100; 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT OSCH 

      GENERIC( 

FREQ_DIV:integer:=100 

); 

        PORT(OSCOUT:OUT STD_LOGIC); 

END COMPONENT; 

uut:OSCH 

      GENERIC MAP( 

FREQ_DIV=>100 
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) 

    PORT MAP(OSCOUT=>oscout); 

6.1.4 OSCO 

OSCOは、OSCを動的にシャットダウンできるオンチップオシレータ

であり、Regulator電源供給をサポートします。 

サポートされるデバイス 

表 6-10 OSCO対応デバイス 

ファミリー シリーズ デバイス 

LittleBee®ファミリー 
GW1N 

GW1N-2, GW1N-1P5, GW1N-2B, 
GW1N-1P5B 

GW1NR GW1NR-2, GW1NR-2B 

 

機能の説明 

FPGA製品には、OSC機能を動的にオン/オフでき、Regulator電源供

給をサポートする、±5％のクロック精度のプログラマブルなオンチップ

オシレータが備わっています。このオンチップオシレータは、MSPIコン

フィギュレーションモードまたはユーザーデザイン用のクロックソースと

して使用できます。 動作パラメータの設定により、最大 64のクロック

周波数を取得できます。出力クロック周波数は、次の式により算出されま

す。 

𝑓𝐶𝐿𝐾𝑂𝑈𝑇 = 250𝑀𝐻𝑧/FREQ_DIV； 

"FREQ_DIV"は 2~128の偶数のパラメータです。 

ポート図 

図 6-4 OSCOのポート図 

OSCOOSCEN OSCOUT

 

 

ポートの説明 

表 6-11 OSCOのポートの説明 

ポート名 I/O 説明 

OSCEN 入力 OSCイネーブル信号、アクティブ High 

OSCOUT 出力 OSCクロック出力信号 
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パラメータの説明 

表 6-12 OSCOのパラメータの説明 

パラメータ名 値の範囲 デフォルト値 説明 

FREQ_DIV 2~128(偶数) 100 OSC分周係数の設定 

REGULATOR_EN 1'b0, 1'b1 1'b0 

1’b0：VCCによる電源供

給 

1’b1：Regulatorによる

電源供給 

 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成

できます。 

Verilogでのインスタンス化： 

OSCO uut( 

.OSCOUT(oscout), 

.OSCEN(oscen) 

); 

defparam uut.FREQ_DIV=100; 

defparam uut. REGULATOR_EN =1'b0; 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT OSCO 

      GENERIC( 

FREQ_DIV:integer:=100; 

REGULATOR_EN : bit := '0' 

); 

        PORT( 

       OSCOUT:OUT STD_LOGIC; 

       OSCEN:IN std_logic 

      ); 

END COMPONENT; 

uut:OSCO 

      GENERIC MAP( 

FREQ_DIV=>100, 

REGULATOR_EN=> '0' 

) 

    PORT MAP( 
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     OSCOUT=>oscout, 

OSCEN(oscen) 

     ); 

6.1.5 OSCW 

OSCWはオンチップオシレータです。 

サポートされるデバイス 

表 6-13 OSCW対応デバイス 

ファミリー シリーズ デバイス 

Arora GW2AN GW2AN-18X, GW2AN-9X 

 

機能の説明 

FPGA製品には、±5％のクロック精度のプログラマブルなオンチップ

オシレータが備わっています。このオンチップオシレータは、MSPIコン

フィギュレーションモードまたはユーザーデザイン用のクロックソースと

して使用できます。 動作パラメータの設定により、最大 64のクロック

周波数を取得できます。出力クロック周波数は、次の式により算出されま

す。 

𝑓𝐶𝐿𝐾𝑂𝑈𝑇 = 200𝑀𝐻𝑧/FREQ_DIV； 

"FREQ_DIV"は 2~128の偶数のパラメータです。 

ポート図 

図 6-5 OSCWのポート図 

OSCW OSCOUT

 

ポートの説明 

表 6-14 OSCOのポートの説明 

ポート名 I/O 説明 

OSCOUT 出力 OSCクロック出力信号 

 

パラメータの説明 

表 6-15 OSCWのパラメータの説明 

パラメータ名 値の範囲 デフォルト値 説明 

FREQ_DIV 
2~128の偶

数 
80 OSC分周係数の設定 
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プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成

できます。 

Verilogでのインスタンス化： 

OSCW uut( 

.OSCOUT(oscout) 

); 

defparam uut.FREQ_DIV=80; 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT OSCW 

      GENERIC( 

FREQ_DIV:integer:=100 

); 

        PORT( 

       OSCOUT:OUT STD_LOGIC 

      ); 

END COMPONENT; 

uut:OSCW 

      GENERIC MAP( 

FREQ_DIV=>80 

) 

    PORT MAP( 

     OSCOUT=>oscout 

   ); 

6.2 IPの呼び出し 

IP Core Generatorのインターフェースで OSCをクリックすると、右

側に OSCの概要が表示されます。 

IPの構成 

IP Core Generatorインターフェースで"OSC"をダブルクリックする

と、"IP Customization"ウィンドウがポップアップします。このウィンド

ウには、General構成タブ、Options構成タブ、およびポート図がありま

す(図 6-6)。 



6オシレータ 6.2 IPの呼び出し 

 

UG286-1.9.8J 108(108) 

 

図 6-6 OSC IPの構成ウィンドウ 

 
 

1. General構成タブ 

General構成タブは、IPファイルの構成に使用されます。OSCの

General構成タブの使用は DQCEモジュールと同様であるので、

DQCEの General構成タブを参照してください。 

2. Options構成タブ 

Options構成タブは IPのカスタマイズに使用されます(図 6-6)。

Frequency Divider：分周値。この値の範囲は 2~128の偶数です。 

3. ポート図 

ポート図は、IP Coreの構成結果を表示します(図 6-6)。 

生成されるファイル 

IPの構成が完了したら、構成ファイルの"File Name"によって命名され

た 3つのファイルが生成されます： 

 "gowin_osc.v"は完全な verilogモジュールです。 

 gowin_osc_tmp.vは IPのテンプレートファイルです。 

 gowin_osc.ipcは IPの構成ファイルです。 

注記： 

VHDLが設計の言語として選択されている場合、生成される最初の 2つのファイル名の

サフィックスは.vhdになります。
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